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市
民
活
動
補
助
事
業
は
、
市
民
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
や
社
会
の
た
め
に

行
う
活
動
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
、
公
募
型
の
補
助
制
度
で
す
。

　

４
月
20
日
に
補
助
事
業
選
考
会
（
会
長

=

白
鴎
大
学
結
城
史
隆
教
授
）
に
よ
る
審

査
会
が
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

形
式
で
開
催
さ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

平
成
25
年
度
の
補
助
事
業
と
し
て
、
７
事

業
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

補
助
が
決
定
し
た
市
民
活
動
団
体
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
協

働
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
の
実
績
報
告

　

今
年
度
採
択
に
な
っ
た
７
事
業
の
う
ち

６
事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の「
継

続
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
事
業
」
で
す
。

審
査
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
昨
年
度
の
事
業
の
実
績
も
、
同
時
に

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
啓
発
事
業

　
（
と
ち
ぎ
つ
ば
さ
の
会
下
野
支
部
）

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
へ
の

啓
発
パ
ネ
ル
展
示
と
、
来
場
者
の
意
識
調

査
を
実
施
し
、
模
擬
店
を
出
店
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
下
野
」
を
道
の
駅
し
も
つ
け
で
開
催
し

ま
し
た
。

◆
下
野
郷
土
芸
能
お
囃
子
保
存
合
同
事
業

　
（
下
野
郷
土
芸
能
お
囃
子
保
存
会
）

　

夏
祭
り
や
神
社
秋
季
例
祭
に
参
加
し
、

お
囃
子
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
師

寺
お
囃
子
会
と
合
同
練
習
会
を
実
施
し
、

地
域
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◆ 

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
作
成
指
導
者
養

成
講
座
（
下
野
市
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
）

　
「
犯
罪
機
会
論
」
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。ま
た
、「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
作
成
」

の
講
義
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、

市民活動補助事業

■平成25年度　下野市市民活動補助事業
№ 事業名 団体名 事業概要 種類

1
男女共同参画
社会づくり啓発
事業

とちぎつばさの会
下野支部

若い世代の参加が得られるように若者・子育て世
代の人たちの意見を聞きながら、男女共同参画に
関する講演会・シンポジウム、男女共同参画啓発
パネル展示と意識調査などを実施する

継続

2
下野郷土芸能
お囃子保存
合同事業

下野郷土芸能
お囃子保存会

郷土芸能のお囃子を、子どもたちへ伝承し、技能
向上と、人と人のつながりや礼儀作法の大切さを
教えるとともに、薬師寺お囃子会と合同練習会を
実施して地域間交流を活発にする

継続

3 「地域安全マップ」作成講座

下野市グリーン
タウンコミュニティ
推進協議会

子どもたちが危険予知、危険回避能力を向上させ
る「犯罪機会論」を学び、子ども向けの講義及び
フィールドワークによる『地域安全マップ』づくり
講座を開催する

継続

4
いしばしイベント
めぐり
スタンプラリー

石橋地区
イベントめぐり
実行委員会

かかしまつり、しもつけかんぴょうフェスティバ
ル、グリムの森でなぞなぞ探検を巡るスタンプラ
リーを実施し、市民同士の交流を図り、地域再発
見や地域の良さを体感する

継続

5
われらしもつけ
かんぴょう家族

かんぴょう家族
運営委員会

ユウガオ栽培、収穫、干瓢生産などの体験、かんぴょ
う料理コンテスト、ふくべ細工出前教室、かんぴょ
う街道巡り等のイベントを通し、「かんぴょうの郷
しもつけ」を県内外に発信する

新規

6
下野市内の特別支
援児の身体機能向
上を支援する事業

特定非営利活動法人
　日本心身機能活性
療法指導士会 下野
市杏支部

特別支援児・特別支援者の運動神経・身体機能の
発達刺激に有効であるフラハンド有酸素運動や
フィンガースポーツ運動等を、継続的に実施する

継続

7
プチサンタ　
親子で楽しむ会

プチサンタ
（親子会）

障がいを持つ乳幼児、学童児の親子を中心に、障
がいの有無にかかわらず互いに声掛け合いができ
る地域づくりを目指して、講演会等を開催し、親
同士の悩みを話し合える場を提供する

継続

下野郷土芸能お囃子保存会
合同練習会の様子

平
成
25
年
度 

市
民
活
動
補
助
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

〜
二
次
募
集
の
お
知
ら
せ
〜
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
実
際
に
安
全
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

◆ 

い
し
ば
し
イ
ベ
ン
ト
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
（
石
橋
地
区
イ
ベ
ン
ト
め
ぐ
り

実
行
委
員
会
）

　

同
時
開
催
さ
れ
た
か
ん
ぴ
ょ
う
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
古
山
か
か
し
ま
つ
り
、
グ
リ

ム
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
完
走
者
に

は
会
場
独
自
の
参
加
賞
を
配
り
、
地
域
の

魅
力
再
発
見
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
ま

し
た
。

◆ 

下
野
市
内
の
特
別
支
援
児
の
身
体
機
能

向
上
を
支
援
す
る
事
業
（
日
本
心
身
機

能
活
性
療
法
指
導
士
会 

下
野
市
杏
支

部
）

　

特
別
支
援
児
の
運
動
神
経
・
身
体
機
能

の
発
達
刺
激
に
有
効
で
あ
る
フ
ラ
ハ
ン
ド

有
酸
素
運
動
や
フ
ィ
ン
ガ
ー
ス
ポ
ー
ツ
運

動
、
ゲ
ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
等
を
、
継
続
的
に

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
健
常
児
と
の
交

市
民
活
動
補
助
事
業

第
二
次
募
集
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
市
民
活
動
補
助
事
業
第
二

次
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
野
市
内
で
実
施
さ
れ
る
自
主
的
な
事

業
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
様
々
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
し
て
、
地
域
の
た
め
、

社
会
の
た
め
に
行
う
、
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
な
市
民
活

動
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
環
境
保
全
、
防
犯
活
動
、
子

育
て
支
援
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
活
動
で
す
。

　

関
心
の
あ
る
団
体
は
、
ま
ず
総
合
政
策

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

◇
新
規
ス
タ
ー
ト
補
助
事
業

　

補
助
率　
　

２
分
の
１

　

上
限
額　
　

10
万
円

　

交
付
回
数　

１
事
業
１
回
限
り

◇
継
続
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
事
業

　

補
助
率　
　

２
分
の
１

　

上
限
額　
　

30
万
円

　

交
付
回
数　

１
事
業
２
回
ま
で

■
補
助
の
対
象
に
な
る
経
費

　

補
助
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
応

募
事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
の
間
に
実
施
さ
れ
る
事
業
が
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
補
助
事

流
も
図
り
ま
し
た
。

◆ 
プ
チ
サ
ン
タ　

親
子
で
楽
し
む
会
（
プ

チ
サ
ン
タ
（
親
子
会
））

　
「
交
流
会
…
み
ん
な
に
会
え
て
よ
か
っ

た
」
や
映
画
鑑
賞
「
幸
せ
の
太
鼓
を
響
か

せ
て
」
を
通
し
て
、
親
子
で
一
緒
に
障
が

い
を
理
解
し
、
交
流
を
深
め
る
場
を
設
け

ま
し
た
。
ま
た
、
映
画
「
ち
づ
る
」
上
映

会
及
び
談
話
会
で
は
、
同
様
の
家
庭
を
持

つ
人
同
士
の
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
新
規
事
業
紹
介

◆
わ
れ
ら
し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
家
族

　
（
か
ん
ぴ
ょ
う
家
族
運
営
委
員
会
）

　

市
内
イ
ベ
ン
ト
で
ふ
く
べ
細
工
の
指
導

等
を
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
が
、
ユ
ウ
ガ
オ

の
栽
培
、
収
穫
、
干
瓢
生
産
か
ら
始
ま
り
、

か
ん
ぴ
ょ
う
料
理
な
ど
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の

魅
力
を
情
報
発
信
し
ま
す
。

業
の
決
定
前
に
事
業
が
完
了
す
る
場
合
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

申
請
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
６

月
28
日
㈮
ま
で
に
総
合
政
策
課
（
国
分
寺

庁
舎
２
階
）
の
窓
口
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
等
は
不
可
）

◇
提
出
書
類

①
市
民
活
動
補
助
金
交
付
申
請
書

②
団
体
に
関
す
る
調
書

③
市
民
活
動
事
業
計
画
書

④
市
民
活
動
予
算
計
画
書

⑤
市
民
活
動
事
業
予
定
表

⑥ 

そ
の
他
、
団
体
や
活
動
等
の
説
明
に
必

要
な
書
類

※
提
出
書
類
の
様
式
等
は
、
総
合
政
策
課

窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
ま
す
。

※
補
助
事
業
に
応
募
す
る
団
体
は
、
総
合

政
策
課
窓
口
で
説
明
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、事
前
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
審
査
会（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

７
月
17
日
㈬
午
後
４
時
〜

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

　

応
募
団
体
が
、
補
助
事
業
選
考
会
に
事

業
内
容
を
説
明（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

し
ま
す
。
選
考
委
員
は
、
審
査
基
準
に
基

づ
き
、
総
合
的
に
判
断
し
、
応
募
団
体
・

事
業
の
適
格
性
を
審
査
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）☎（
40
）５
５
５
０

市民活動補助事業

特別支援児の身体機能向上を支援する事業
ゲーゴルゲームの様子

地域安全マップ作成講座
ワークショップの様子
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市
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
、
原
動
機

付
自
転
車
等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
始
め
ま
す
。

■
交
付
開
始
日
時

　

７
月
１
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら

■
対
象
車
種

・
原
付
一
種 

（
50
㏄
以
下
） ・
・
・
白
色

・
原
付
二
種
乙 （
90
㏄
以
下
） 

・
・
・
黄
色

・
原
付
二
種
甲 （
１
２
５
㏄
以
下
）

 

・
・
・
桃
色

・
ミ
ニ
カ
ー 

・
・
・
水
色

※
小
型
特
殊
自
動
車（
緑
色
）は
除
き
ま
す
。

■
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
換

　

交
換
希
望
者
に
は
、
現
行
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
か
ら
無
料
で
交
換
し
ま
す
。

■
交
付
場
所

　

市
民
課
（
国
分
寺
窓
口
・
南
河
内
窓
口
・

石
橋
窓
口
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
所
有
者
及
び
届
出
者
の
印
鑑

・
車
両
情
報
（
車
名
、
車
台
番
号
、
排
気
量
、

型
式
認
定
番
号
な
ど
）

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
交
換
の
場
合
は
、
現
在
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
名
義
変
更
の
場
合
は
、
譲
渡
証

明
書
ま
た
は
旧
所
有
者
の
印
鑑
も
必
要
で

す
。

■
交
付
開
始
の
番
号「
１
」の
対
応

　

対
象
の
4
車
種
と
も
「
１
」
番
か
ら
交

付
開
始
し
ま
す
。
希
望
者
が
多
数
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
整
理
券
を
配
付
し
抽

選
に
て
決
定
し
ま
す
。

○
整
理
券
配
付
日
時

　

7
月
1
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
45
分

○
抽
選
時
間

　

午
前
10
時

○
整
理
券
配
付
及
び
抽
選
場
所

　

税
務
課
窓
口
（
国
分
寺
庁
舎
1
階
）

■
そ
の
他

・
番
号
を
指
定
す
る
こ
と
は
、で
き
ま
せ
ん
。

・
こ
れ
ま
で
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
も
引

き
続
き
使
用
で
き
、
従
来
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
交
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
番
号
変
更
に
伴
い
、
自
賠
責
保
険
等
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

オリジナルナンバープレート交付

原
付
バ
イ
ク
等
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

交
付
の
ご
案
内
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結
婚
以
来
50
年
の
永
き
に
亘
り
、
お

互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、
励
ま
し
合
い
、

苦
楽
を
共
に
し
、
家
庭
の
隆
昌
に
尽
力

し
、
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
ご
夫
婦
を

祝
福
し
ま
す
。

■
日　

程

　

９
月
18
日
㈬

　

敬
老
会
の
式
典
時

■
会　

場

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

⑴ 

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
本
市
の
住

民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

⑵ 

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
結
婚
50
年
を
迎
え
る
方
（
※

昭
和
38
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に

婚
姻
届
を
提
出
し
、
継
続
し
て
50
年

を
迎
え
る
夫
婦
が
対
象
で
す
。）

⑶ 
市
が
行
う
金
婚
夫
婦
を
祝
福
す
る
会

へ
ご
夫
婦
で
参
加
す
る
こ
と
を
希
望

し
、
会
場
に
来
ら
れ
る
方

次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時

　

9
月
18
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

●
会　

場

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

●
内　

容

　

式
典
、
演
芸
観
賞
な
ど

●
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者

　

平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
に
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

●
そ
の
他

　

バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
後
日
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

６
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

■
申
込
方
法

　

市
民
課
、
高
齢
福
祉
課
窓
口
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
「
金

婚
夫
婦
祝
福
会
参
加
申
込
書
兼
戸
籍
確

認
同
意
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

き
ら
ら
館
内
高
齢
福
祉
課
ま
で
郵
送
ま

た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

敬老会のお知らせ

平成25年度  敬老会のお知らせ

敬老会とあわせて金婚夫婦を
祝福する会を実施します

■申し込み・問い合わせ先
〒329-0502　下野市下古山1220番地　高齢福祉課（きらら館内）　☎（52）1115
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春
の
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
お
知
ら
せ

　

第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
本
市
か
ら
は
４
名
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
受
章
者
の
う
ち
２
名
の
方
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

亘
理
町
民
を

天
平
の
花
ま
つ
り
に

招
待
し
ま
し
た

　

４
月
23
日
〜
24
日
、
市
・
国

内
交
流
協
会
・
亘
理
町
応
援
団

が
、
震
災
被
災
地
の
宮
城
県
亘

理
町
の
方
々
を
天
平
の
花
ま
つ

り
に
招
待
し
ま
し
た
。

　

亘
理
町
の
皆
さ
ん
は
か
ん

ぴ
ょ
う
を
使
っ
た
料
理
を
味

わ
っ
た
あ
と
、
天
平
の
丘
公
園

の
散
策
、
し
も
つ
け
風
土
記
の

丘
資
料
館
や
下
野
薬
師
寺
歴
史

館
の
見
学
を
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
震

災
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
の
こ
と
を
応
援
し

て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と

を
励
み
に
し
て
い
ま
す
。
い
つ

か
下
野
市
の
人
た
ち
を
招
待
し

た
い
で
す
。」
と
感
謝
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
の

花
が
咲
き
ま
し
た

　

５
月
上
旬
、
本
市
の
東
部

地
区
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧

種
「
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
」

の
花
が
今
年
も
咲
き
始
め
ま

し
た
。

　

ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
は
、

環
境
省
の
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
に

指
定
さ
れ
、
全
国
で
も
生
息

地
が
本
市
の
ほ
か
に
は
愛
知

県
し
か
な
い
、
希
少
な
植
物

で
す
。

　

下
野
市
で
は
、
こ
の
植
物

の
保
護
及
び
生
息
環
境
の
保

全
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24

年
５
月
に
「
下
野
市
ト
ウ
サ

ワ
ト
ラ
ノ
オ
保
存
会
」
が
発

足
し
、
保
存
会
に
よ
り
生
息

地
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

6月4日は6月4日は6月4日は
虫歯予防デー虫歯予防デー

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

石
川　

晃　

氏
（
祇
園
）

　

元
陸
上
自
衛
隊
第
六
地
対
艦
ミ

サ
イ
ル
連
隊
宇
都
宮
駐
屯
地
広
報

班
長
（
二
等
陸
尉
）
を
務
め
ら
れ
、

国
の
自
衛
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

保
坂　

登　

氏
（
石
橋
）

　

元
石
橋
地
区
消
防
組
合
石
橋
消

防
署
長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
の
消

防
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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生
産
者
と
消
費
者
の
ふ

れ
あ
い
の
場

田
植
え
体
験
を
実
施

　

５
月
11
日
、
生
産
者
と
消

費
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
米

の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
市

農
業
公
社
主
催
の
「
田
植
え

体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
親
子
な
ど
約

１
０
０
人
の
参
加
者
に
広
瀬

市
長
も
加
わ
り
、
美
味
し
い

お
米
が
で
き
る
よ
う
願
い
な

が
ら
手
作
業
で
苗
を
植
え
ま

し
た
。

　

今
回
の
田
植
え
体
験
参
加

者
は
、秋
の
「
稲
刈
り
体
験
」

に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

優
勝
！

　

南
河
内
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
主
催
に
よ
る
第
７

回Shim
otsuke-CityCup

が

４
月
27
日
〜
29
日
に
開
催
さ

れ
、
南
河
内
Ｆ
Ｃ
が
Ｕ
12
の

ク
ラ
ス
に
出
場
し
18
チ
ー
ム

の
中
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

市
東
部
運
動
公
園
で
行
わ

れ
た
上
三
川
Ｆ
Ｃ
（
上
三
川

町
）
と
の
決
勝
戦
で
は
、
試

合
終
了
直
前
に
同
点
に
追
い

つ
か
れ
る
熱
い
戦
い
と
な
り

ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｋ
戦
に
よ
り

勝
利
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４

下
野
市
実
行
委
員
会
が

設
立
し
ま
し
た
！

　

４
月
26
日
、
き
ら
ら
館

で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
下
野
市
実
行
委
員

会
」
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
全
国
健

康
福
祉
祭
）
は
、
高
齢
者
を

中
心
と
す
る
国
民
の
健
康
増

進
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い

の
高
揚
に
よ
り
ふ
れ
あ
い
と
活

力
の
あ
る
長
寿
社
会
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
毎
年
都
道

府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、

平
成
26
年
度
は
栃
木
県
が
開

催
地
と
な
り
、
下
野
市
で
は

囲
碁
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
日
本
棋
院
栃

木
県
本
部
長　

戸
塚
和
夫
氏

が
競
技
最
高
顧
問
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

高
齢
者
交
通
安
全
運
動

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

５
月
10
日
、
道
の
駅
し
も

つ
け
で
高
齢
者
交
通
安
全
運

動
開
会
式
が
行
わ
れ
、
第
二

愛
泉
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
交
通
安
全
へ
の
願
い
を

込
め
た
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
は
、
道
の
駅
を

訪
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
」
は
５
月
11

日
か
ら
20
日
ま
で
行
わ
れ
、

期
間
中
は
関
係
者
に
よ
る
街

頭
で
の
呼
び
か
け
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

官
民
協
働
に
よ
る
子
育
て

情
報
の
発
信
の
た
め
の

協
定
を
結
び
ま
し
た
！

　

５
月
７
日
、
市
と
㈱
ア
ス

コ
エ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
、
子

育
て
情
報
の
発
信
を
行
う
官

民
協
働
の
取
り
組
み
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
市
が

発
信
し
て
い
る
子
育
て
に
関

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
協
働
で
制
作
し

ま
す
。

　

市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報

を
提
供
し
、㈱
ア
ス
コ
エ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
が
広
告
の
募
集
か

ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
企
画
・
デ

ザ
イ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
企
画
等
に

関
す
る
費
用
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
掲
載
の
企
業
等
の
広

告
収
入
で
賄
う
た
め
、
市
の

経
費
負
担
な
し
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

新
た
に
制
作
さ
れ
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
は
、
８
月
頃
公
開

予
定
で
す
。
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平成24年度下半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、また、市の
財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年2回に分けて公表しています。
　今回は、平成25年3月末現在の財政状況についてお知らせします。なお、市の会計は出納整理のため、3月31日
までに確定したものについては、5月31日までその収入・支出が認められています。出納整理期間を含めた平成
24年度決算等の状況については、決算特集号にてお知らせします。

【歳　入】　予算総額２４６億９，１７６万円　収入済額２０３億６，７７８万円（収入率８２．５％）

【歳　出】　予算総額２４６億９，１７６万円　支出済額１８５億７，１００万円（執行率７５．２％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費 障がいのある方や高齢者に対する福祉の
充実、子育て支援などの経費です。

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

災 害 復 旧 費 災害によって被害を生じた、施
設の原形復旧に要する経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 労働費、予備費などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で決算余剰金が生じたとき
翌年度の歳入に繰り越しするものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

88億 606万円88億0,606万円
88億4,407万円88億4,407万円

(99.6%)

9億7,971万円
9億9,946万円 (102.0%)

34億7,936万円
38億1,935万円 (109.8%)

29億3,256万円
19億8,781万円 (67.8%)

14億7,028万円
9億3,482万円 (63.6%)

2億 568万円
2億 568万円 (100.0%)

14億3,378万円
14億3,378万円 (100.0%)

42億2,590万円
11億 円 (26.0%)

11億2,041万円
10億8,082万円 (96.5%)

2億3,283万円
2億3,114万円 (99.3%)

40億 780万円
23億8,196万円 (59.4%)

60億7,887万円
54億4,757万円 (89.6%)

14億 663万円
12億7,269万円 (90.5%)

13億5,978万円
8億9,250万円 (65.6%)

6億6,303万円
6億2,375万円 (94.1%)

30億1,815万円
19億6,999万円 (65.3%)

9億5,763万円
9億2,294万円 (96.4%)

42億2,780万円
24億6,084万円 (58.2%)

1億5,910万円
1億2,980万円 (81.6%)

25億5,515万円
22億3,734万円 (87.6%)

2,501万円
48万円 (1.9%)

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●

平成24年度 下半期の財政状況
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基金残高
109億6,286万円

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住基人口 60,034人　世帯数 21,996世帯

●地方債の残高● ●市有財産の現在高●

歳 入 歳 出

国民健康保険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

下 古 山 土 地
区画整理事業

石橋駅周辺土地
区画整理事業

仁良川地区土地
区画整理事業

水 道 事 業
(収益 )

水 道 事 業
(資本 )

57億6,749万円57億6,749万円
50億4,695万円50億4,695万円 (87.5%)

4億6,951万円
4億5,463万円 (96.8%)

29億8,353万円
26億5,647万円 (89.0%)

522万円
442万円 (84.7%)

16億5,940万円
13億1,004万円 (78.9%)

4億8,564万円
4億4,993万円 (92.6%)

3,750万円
3,750万円 (100.0%)

3,207万円
1,311万円 (40.9%)

5億9,101万円
4億1,284万円 (69.9%)

7億1,348万円
6億7,552万円 (94.9%)

6億6,888万円
6億3,115万円

57億6,749万円57億6,749万円
53億6,753万円53億6,753万円

4億6,951万円
4億6,359万円

29億8,353万円
28億8,704万円

522万円
566万円

16億5,940万円
14億2,091万円

4億8,564万円
4億8,521万円

3,750万円
3,762万円

3,207万円
3,197万円

5億9,101万円
5億8,137万円

8億3,215万円
8億5,411万円

1億7,164万円
1億6,820万円 (94.4%)

(93.1%)(93.1%)

(98.7%)

(96.8%)

(108.4%)

(85.6%)

(99.9%)

(100.3%)

(99.7%)

(98.4%)

(102.6%)

(98.0%)

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

18万2,082円
17万6,215円

3,938円
1万7,283円
2万 830円
40万 348円

163万7,918㎡
19万6,530㎡
183万4,448㎡
18万 295㎡

6万6,713円
6万4,564円
1,443円
6,332円
7,632円

14万6,684円

40億 506万円
38億7,602万円

8,663万円
3億8,016万円
4億5,819万円
88億 606万円

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　☎（40）5552
地域づくり事業推進基金
4億4,064万円
地域づくり事業推進基金
4億4,064万円

公共施設整備基金
5億4,658万円

公共施設整備基金
5億4,658万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金

土地開発基金

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
23億2,589万円23億2,589万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
15億4,364万円15億4,364万円

地域福祉基金
4億3,610万円

保健福祉施設整備基金
4億4,760万円

グリーン保存育成基金
558万円

6億5,606万円6億5,606万円

1,000万円

減債基金減債基金
19億7,804万円19億7,804万円

地域振興基金地域振興基金
15億7,743万円15億7,743万円

6億7,827万円

下古山土地区画整理事業
5,998万円

石橋駅周辺土地区画整理事業
1,161万円

仁良川地区土地区画整理事業
1,279万円

農業集落排水事業
30億2,687万円
農業集落排水事業
30億2,687万円

道の駅しもつけ基金
1,586万円

東日本大震災復興基金
3,317万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
2億6,499万円

300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

308億1,731万円
公共下水道事業
73億   216万円
公共下水道事業
73億   216万円

一般会計
178億7,188万円
一般会計
178億7,188万円

25億3,202万円25億3,202万円
水道事業水道事業

地方債残高

平成24年度 下半期の財政状況

Shimotsuke
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東

北
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の
災

害
が
発
生
し
、
下
野
市
で
も
建

物
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
、

住
宅
の
耐
震
化
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
震
災
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の

た
め
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
（
旧
耐

震
基
準
の
建
築
物
）
に
対
し
、

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や

木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
木
造
住

宅
耐
震
改
修
を
行
う
方
に
対
し

て
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

各
事
業
・
制
度
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
事
業
の

詳
し
い
内
容
や
申
請
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
費
用
を
補
助

木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
補
助

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
は
、
建

物
の
構
造
を
確
認
し
た
う
え
で
、

ど
れ
だ
け
地
震
に
耐
え
ら
れ
る

か
詳
し
く
調
査
し
、
耐
震
性
の

有
無
を
診
断
す
る
ほ
か
、
耐
震

診
断
結
果
を
も
と
に
補
強
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の

住
宅
が
対
象
で
す
。

①
木
造
２
階
建
て
以
下
の
一
戸

建
て
住
宅
（
併
用
住
宅
を
含
む
）

②
在
来
軸
組
工
法
（
※
）
に
よ

り
建
築
さ
れ
た
住
宅

③
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
住
宅

※ 

在
来
軸
組
工
法
と
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
基
礎
の
上
に
木
材

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
ま
す

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

　
「
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、

栃
木
県
の
認
定
を
受
け
た
建
築

の
専
門
家
で
、
実
際
に
建
物
を

見
た
う
え
で
建
築
物
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
に
関
す
る
技
術

的
助
言
を
行
い
ま
す
。
市
が
派

遣
費
用
を
す
べ
て
負
担
す
る
た

め
、
個
人
の
費
用
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

店
舗
等
併
用
住
宅
を
含
み
ま

す
が
、
そ
の
場
合
は
、
店
舗
等

の
床
面
積
が
延
床
面
積
の
２
分

の
１
未
満
と
し
ま
す
。

■
費
用　
　

無
料

で
骨
組
み
を
組
み
、
外
壁
材
・

内
壁
材
を
組
み
込
ん
で
い
く

工
法
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対

象
で
す
。

①
補
助
対
象
住
宅
を
所
有
す
る

方
で
、
そ
の
住
宅
に
居
住
す
る

方②
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
補

助
金
を
初
め
て
受
け
る
方
（
耐

震
診
断
士
が
行
う
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
後
に
補
強
計
画
を
策

定
す
る
場
合
を
除
く
）

③
市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
額

①
耐
震
診
断
の
み
を
行
う
場
合

　

２
万
円
（
上
限
）

※ 

診
断
費
用
は
３
万
円
で
す
が
、

住
宅
の
図
面
が
な
い
場
合
は

別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

②
補
強
計
画
策
定
の
み
を
行
う

場
合

　

８
万
円
（
上
限
）

③
耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定

を
同
時
に
行
う
場
合

　

10
万
円
（
上
限
）

※ 

耐
震
診
断
等
に
要
し
た
経
費

の
３
分
の
２
以
内
を
市
が
補

助
し
ま
す
が
、
診
断
等
の
料

金
は
住
宅
の
面
積
、
図
面
の

有
無
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
費
用
を
補
助

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
補
強
計
画
に
基
づ
い
て
実

際
に
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
場

合
に
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の

住
宅
が
対
象
で
す
。

①
下
野
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
業
を
実
施
し
た
住
宅

②
下
野
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
業
の
結
果
、
耐
震
改
修
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

■
補
助
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対

象
で
す
。

①
下
野
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
業
を
実
施
し
、
こ
の
診
断
結

果
に
基
づ
い
て
耐
震
改
修
を
行

う
方

②
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
市
税

等
の
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
額

　

耐
震
改
修
に
要
し
た
経
費
の

２
分
の
１
以
内
を
市
が
補
助
し

ま
す
。
た
だ
し
、
上
限
は
80
万

円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課

　

☎（
48
）２
１
１
４

耐震補助制度

木
造
住
宅
へ
の

耐
震
補
助
制
度
の
ご
案
内

■ 耐震診断と補強計画策定を同時に行う
場合の費用の目安（参考）

延床面積 費用の目安

100㎡未満 12万円

100～150㎡未満 13万5千円

150～200㎡未満 15万円

200㎡以上 17万円

Shimotsuke
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○月○日の検診を

受けたいのですが

健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保
平成25年度の特定健診（特定健康診査）は、６月から始まります

皆さんの健康を守るために大切なものです。皆さんぜひ受診してください

５月下旬に「特定健康診査受診券」を送付しました

特定健診の申し込み方法について

特定健診の申し込み

特定健診の受診

　国民健康保険に加入している特定健診対象者に、市民課より5月下旬頃に受
診券を送付しました。受診券の記載内容を必ず確認してください。
　対象者とは、平成25年度中（平成25年4月1日から平成26年3月31日）に40
歳に達する方から受診日に75歳未満の方です。

保険証

受診券

持ち物はこれで

大丈夫！

保険証

受診券

国民健康保険から
お知らせです

国民健康保険から
お知らせです

◎ 申し込みには受診券･保険証（国民健康
保険被保険者証）が必要です。

　集団検診をご希望の場合は、希望の日時・場所を
決め、受診券・保険証をもって、直接健康増進課窓
口へお越しいただくか、電話でお申し込みください。
検診日の2週間前くらいまでに検診の問診票をお送
りします。
■申し込み先　健康増進課（きらら館内）☎（52）1116
※受診券と保険証をお手元にご用意ください。
　医療機関での個別検診をご希望の場合は、
　検診実施医療機関に直接お申し込みください。

■ 受診券がまだお手元に届いていない場合は、お
申し込み時に保険証をご用意ください。
■ 集団検診を実施する日程（検診日・施設等）に
ついては行政カレンダーで、個別検診を実施す
る医療機関については広報しもつけでご確認く
ださい。

◎ 検査当日に準備するもの
　集団検診を受ける方は、受診当日、受診券・保険
証が必要です。忘れず検診会場にお持ちください。
　医療機関での個別検診を受ける方は、直接医療機
関に受診券・保険証を持って受診してください。

■ 受診券を忘れると検診を受けることができませ
ん。

■ 人間ドックとの重複受診はできませんので、注
意してください。

国民健康保険

■問い合わせ先　 市民課 ☎（40）5556

Shimotsuke
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国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
に
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る「
保
険
料
免
除
制
度
」が
あ

り
ま
す
。所
得
額
に
よ
り
全
額
免
除
と
一
部
納
付

制
度
に
分
か
れ
ま
す
の
で
窓
口
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、年
金
額
が

1
／
2
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、配
偶
者
及
び

世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範
囲
内
で

あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
7
月
か
ら
平
成
25
年
6
月

分
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
々
年（
平
成
23

年
）の
所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期

間
の
国
庫
負
担
割
合
は
、平
成
21
年
度
分

か
ら
1
／
2
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

一
部
納
付
は
３
種
類
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

納
付
額
と
年
金
額
の
計
算
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
注
）一
部
納
付
制
度
は
、納
付
す
べ
き
保
険

料
を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、そ
の
期
間
の
一

部
免
除
が
無
効（
未
納
と
同
じ
）と
な
る
た

め
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ

れ
ず
、ま
た
、障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
7
月
か
ら
平
成
25
年
6
月
分
の

申
請
に
つ
い
て
は
、前
々
年（
平
成
23
年
）の

所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

全
額
免
除
制
度

◎
保
険
料
の
全
額（
平
成
25
年
度・月
額
１
５
，０
４

　

０
円
）が
免
除
に
な
り
ま
す

◎
保
険
料
の
一
部
納
付
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、残
り
の
保
険

　

料
は
免
除
に
な
り
ま
す

一
部
納
付（
一
部
免
除
）制
度

　　免除制度
国民年金保険料
　　　免除制度

●全額免除となる所得の「めやす」
　前年の所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
　　　　（扶養親族等の数＋1）×35万円＋22万円

●一部納付となる所得の「めやす」
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
　　〇４分の１納付　→　 78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
　　〇半額納付　　　→　118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
　　〇４分の３納付　→　158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

● 4分の1納付(3,760円)→
　　　　　　　　年金額5／8
（平成21年3月以前は3／6）

● 半額納付（7,520円）→
　　　　　　　　年金額6／8
（平成21年3月以前は4／6）

● 4分の3納付(11,280円) →
　　　　　　　　年金額7／8
（平成21年3月以前は5／6）

※上記納付額は平成25年度の納付額

ご存知ですか？

国民年金だより

Shimotsuke
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免
除
申
請
手
続
き

●
受
付
期
間

　
平
成
24
年
7
月
か
ら
平
成
25
年
6
月
ま

　
で
の
期
間
の
保
険
料
免
除
等
申
請
の
受
付

　
　
平
成
25
年
7
月
31
日
㈬
ま
で

　
平
成
25
年
7
月
か
ら
平
成
26
年
6
月
ま

　
で
の
期
間
の
保
険
料
免
除
等
申
請
の
受
付

　
　
平
成
25
年
7
月
1
日
㈪
か
ら

　
　
平
成
26
年
7
月
31
日
㈭
ま
で

●
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、年
金
手
帳
、

　
失
業
し
た
場
合
は
、雇
用
保
険
離
職
票

　
ま
た
は
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
た
だ
し
、離
職
日
が
平
成
24
年
3
月
31
日

　
以
降
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
申
請
先

　
国
分
寺
庁
舎
市
民
課

　
石
橋
庁
舎
市
民
課
窓
口

　
南
河
内
図
書
館
2
階
市
民
課
窓
口

　
免
除
区
分
に
よ
っ
て
は
翌
年
度
以
降
の

申
請
が
継
続
審
査
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

　
翌
年
度
も
同
区
分
で
の
免
除
、ま
た
は
納

付
猶
予
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

継
続
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、申
請
書
の
継
続
審
査
希

望
の
所
定
の
欄
に「
○
」を
付
け
て
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
失
業
者
も
し
く
は
震
災
、風
水
害
ま
た
は

火
災
に
よ
る
損
害
を
受
け
た
こ
と
を
理
由

と
し
た
全
額
免
除
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶

予
は
継
続
審
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、

翌
年
度
も
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
部
免
除

　
継
続
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

　
翌
年
度
も
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
所
得
要
件
の
審
査
は
、市
町
村
民
税
の
申

告
内
容
を
も
と
に
行
い
ま
す
の
で
、所
得
申

告
を
忘
れ
ず
に
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一

部
納
付
等
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
と
き
に
比
べ
、将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

そ
れ
を
満
額
に
近
づ
け
る
た

め
に
追
納
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。

●
追
納
で
き
る
期
間

　
　
全
額
免
除
や
一
部
納
付

　
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間

　
10
年
以
内

　（
例
え
ば
、平
成
25
年
6
月

　
分
が
納
付
で
き
る
の
は
、

　
平
成
35
年
6
月
末
ま
で
）

●
追
納
時
の
保
険
料
額

　
　
免
除
さ
れ
た
年
度
も
含

　
め
て
3
年
度
経
過
し
た
も

　
の
は
、当
時
の
保
険
料
に

　
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
て

　
い
ま
す
。

　
　
平
成
25
年
度
中
に
追
納

　
す
る
場
合
の
加
算
額
を
加

　
え
た
保
険
料
額
は
下
表
を

　
参
照
く
だ
さ
い
。

免
除
申
請
は
、
毎
年
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
し
ま
し
ょ
う

免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
と
年
金
は

ど
う
な
る
の
？

市民課　☎40-5556問い合わせ先

全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除 (当時の月額)

14,860円 （13,300円）

14,640円 （13,300円）

14,690円 (13,580円)

14,750円

7,430円

7,320円

7,350円

7,370円11,050円 (13,860円)

14,780円 11,080円 7,390円 3,690円

3,680円

(14,100円)

14,890円 11,170円 7,440円 3,720円 (14,410円)

14,970円 11,220円 7,480円 3,740円 (14,660円)

15,240円 11,420円 7,620円 3,800円 (15,100円)

15,020円 11,260円 7,510円 3,750円 (15,020円)

14,980円 11,230円 7,490円 3,740円 (14,980円)

平成15年度の月分

平成16年度の月分

平成17年度の月分

平成18年度の月分

平成19年度の月分

平成20年度の月分

平成21年度の月分

平成22年度の月分

平成23年度の月分

平成24年度の月分

国民年金だより
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児
童
手
当
の
手
続
き

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
手
続
き

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

■
児
童
手
当
と
は

　

児
童
手
当
と
は
、次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
や
か
な
成
長
を
目
的
と
し
て
、児
童

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

■
受
給
対
象
者

　

中
学
校
３
年
生（
15
歳
到
達
後
最
初
の
年

度
末
）ま
で
の
国
内
居
住
の
児
童
を
養
育
監

護
し
て
い
る
方
が
受
給
対
象
者
と
な
り
ま

す
。

　

父
母
の
う
ち
、生
計
を
維
持
す
る
程
度
の

高
い
方
で
、一
般
的
に
は
、家
計
の
主
宰
者

（
所
得
が
高
い
方
の
方
）と
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
受
給
と
な

り
ま
す
。詳
細
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
児
童
が
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合

に
は
、施
設
等
へ
支
給
と
な
り
ま
す
。

■
請
求
に
必
要
な
も
の

･
印
鑑

･
請
求
者（
保
護
者
）の
健
康
被
保
険
者
証

の
コ
ピ
ー（
た
だ
し
、国
民
年
金
加
入
者
は

不
要
）

･
金
融
機
関
口
座
の
コ
ピ
ー（
請
求
者
本
人

の
名
義
に
限
り
ま
す
。）

･
児
童
と
別
居
し
て
い
る
請
求
者
の
方
は
、

監
護
・
生
計
同
一
申
立
書
と
児
童
の
世
帯
全

員
の
住
民
票（
市
内
別
居
の
場
合
は
住
民
票

は
不
要
）

･
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、平
成
25
年
度
の
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書（
請
求
者
の
配
偶
者
が
当
該
請
求
者

の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど
、

生
計
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
者
の
判
定

上
、配
偶
者
の
所
得
状
況
の
確
認
が
必
要
な

場
合
は
、当
該
配
偶
者
に
つ
い
て
も
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。）

※
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
児
童
手
当
は
、申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、出
生
日
・

前
住
所
の
転
出
予
定
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
、15
日
以
内
に
請
求
し
た
場
合
は
、事

実
の
あ
っ
た
日
の
翌
月
分
か
ら
に
な
り
ま

す
。

■
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
に
は
所
得
制
限
限
度
額
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、受
給
者
の
所
得
が
所
得
制

限
限
度
額
以
上
の
場
合
に
は
、手
当
月
額

が
、児
童
の
年
齢
に
関
係
な
く
、月
額
５
，０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

※
配
偶
者
、同
居
家
族
の
所
得
は
合
算
し
ま

せ
ん
。

※
会
社
員
の
方
は
源
泉
徴
収
票
の「
給
与
所

得
控
除
後
の
金
額
」か
ら
、自
営
業
の
方
は

「
事
業
所
得
額
」か
ら
８
万
円
を
引
い
て
、そ

の
他
の
所
得
を
加
え
た
合
計
額
が
審
査
対

象
額
で
す（
た
だ
し
、医
療
費
控
除
、雑
損
控

除
な
ど
一
部
控
除
対
象
が
あ
り
ま
す
。）。

支給対象となる児童の年齢

■支給対象となる児童及び手当額

■所得制限限度額

１人あたりの手当額(月額)

所得制限限度額内の方 所得制限限度額を超過する方

 ３歳未満

 ３歳以上から小学校修了前  (第１・２子)

 ３歳以上から小学校修了前 (第３子以降)

 中学生

１５，０００円

１０，０００円

１５，０００円

１０，０００円

５，０００円

※養育する児童の数え方については、１８歳に達する日以後、最初の３月３１日までの間にある
　児童のうち、年長者から第１子、第２子・・・と数えます。

扶養親族等の数 所得制限限度額

０人

１人

２人

３人

４人

５人
以下、扶養親族等の数が１人増える毎に３８万円を加算

６２２万円

６６０万円

６９８万円

７３６万円

７７４万円

８１２万円

児童手当

Shimotsuke
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■
受
付
場
所

･
児
童
福
祉
課（
石
橋
庁
舎
１
階
）

･
市
民
課
国
分
寺
窓
口（
国
分
寺
庁
舎
１
階
）

･
市
民
課
南
河
内
窓
口（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

■
手
当
の
支
給
時
期

　

支
給
月
は
６
月
・
10
月
・
２
月
で
、そ
れ
ぞ

れ
前
月
分
ま
で
が
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

各
支
給
月
の
10
日
を
支
給
日
と
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
日
が
金
融
機
関
の
休
業
日
の

場
合
は
、直
前
の
金
融
機
関
営
業
日
と
な
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
５
月
31
日
現
在
、児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
た
方
で
、引
き
続
き
児
童

手
当
を
受
給
す
る
に
は
、６
月
に
更
新
の

手
続
き
と
な
る
現
況
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、６
月
中
旬
に
現
況
届

を
お
送
り
し
ま
す
。こ
の
届
の
提
出
が
な

い
と
、６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

･
印
鑑

･
現
況
届

･
受
給
者
の
健
康
被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー

　
（
国
民
年
金
加
入
者
の
方
は
不
要
）

･
児
童
と
別
居
し
て
い
る
受
給
者
は
、監

　

護
・
生
計
同
一
申
立
書
と
児
童
の
世
帯

　

全
員
の
住
民
票（
市
内
別
居
の
場
合
に

　

は
住
民
票
は
不
要
）

･
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

　

れ
た
方
は
、平
成
25
年
度
の
児
童
手
当

　

用
所
得
証
明
書（
受
給
者
の
配
偶
者
が

　

当
該
受
給
者
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て

　

い
な
い
場
合
な
ど
、生
計
を
維
持
す
る

　

程
度
の
高
い
者
の
判
定
上
、配
偶
者
の

　

所
得
状
況
の
確
認
が
必
要
な
場
合
に

　

は
、当
該
配
偶
者
に
つ
い
て
も
児
童
手

　

当
用
所
得
証
明
書
を
提
出
し
て
い
た

　

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

※
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
方
法

　

同
封
す
る
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

左
記
の
窓
口
で
も
受
付
け
ま
す
が
、混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
郵
送
提
出
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
児
童
福
祉
課（
石
橋
庁
舎
１
階
）

◎
市
民
課
国
分
寺
窓
口（
国
分
寺
庁
舎
１
階
）

◎
市
民
課
南
河
内
窓
口（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

■
提
出
期
限

　

６
月
28
日
㈮
ま
で

　

次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、そ
の
都
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。

･
養
育
し
て
い
る
児
童
の
数
に
増
減
が　

　

あ
っ
た
と
き

･
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

･
児
童
と
別
居
す
る
と
き

･
振
込
口
座
を
変
更
す
る
と
き

　
（
口
座
は
請
求
者
本
人
の
名
義
に
限
り
ま

　

す
。）

･
結
婚
、離
婚
、死
亡
、退
職
等
に
よ
り
、児

　
 

童
の
養
育
者
が
変
更
と
な
る
と
き

※
右
記
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
こ
と
に

よ
り
、手
当
の
支
給
が
で
き
な
る
こ
と
や
、

手
当
を
返
金
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
場
合
に
は
、速
や
か
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

児
童
手
当
の
現
況
届 

６
月
中
旬
発
送

平
成
25
年
度
の
支
給
予
定
日

６
月
10
日
㈪

　

２
・
３
・
４
・
５
月
分

10
月
10
日
㈭

　

６
・
７
・
８
・
９
月
分

２
月
10
日
㈪

　

10
・
11
・
12
・
１
月
分

家族みんなで
　　熱中症予防！
家族みんなで
　　熱中症予防！

　これからの季節、子どもを連れて外
出する際に気を付けたいのが熱中症
です。　
　炎天下の屋外はもちろん、屋内や日
陰で過ごしていても知らず知らずの
うちに汗をかいています。特に子ども
は遊びなどに夢中になって、気が付く
と脱水の状態になってしまうことが
あります。
　熱中症の予防には、水分補給が大切
です。水分補給というと飲み物による
ものばかりを考えがちですが、汗と一
緒にビタミンやミネラルなどの栄養
成分も体から失われているので、食事
による水分補給も大切です。
　夏野菜はビタミンや水分を多く含
んでいるので、熱中症・夏バテ予防に
適しています。家族みんなで夏野菜を
食べて、夏を元気に過ごしましょう。

児童手当

Shimotsuke
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

た
め
の
施
設
で
す
。
下
野
市
に

は
、
今
年
４
月
新
規
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
み
る
く
」
を
加
え
３

か
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

育
て
中
の
方
に
育
児
不
安
の
相

談
指
導
、
育
児
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
外
を
問
わ
ず
、
保
護
者

同
伴
で
0
歳
〜
就
学
前
ま
で
の

お
子
さ
ま
が
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。

【
み
る
く
】石
橋
地
区

　
「
み
る
く
」
は
、
今
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
子
ど

も
達
の
遊
び
を
広
げ
る
場
、
保

護
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
そ
し

て
子
育
て
の
輪
を
広
げ
る
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

お
近
く
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

体
操
、エ
ア
ビ
ク
ス
、骨
盤
体
操
、

保
護
者
の
方
の
交
流
会
と
し
て

マ
マ
サ
ー
ク
ル
な
ど
。
そ
の
ほ

か
、
保
護
者
の
方
の
リ
ク
エ
ス

ト
な
ど
も
取
り
入
れ
、
親
子
が

楽
し
め
る
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。

③
特
別
活
動

○
出
前
サ
ロ
ン
「
ほ
ほ
え
み
」

　

年
４
回
、
石
橋
児
童
館
に
て
、

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
製
作
遊

び
、
楽
器
遊
び
、
育
児
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

○
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　

１
月
、
６
月
の
年
２
回
開
催
。

④
食
事
コ
ー
ナ
ー

　

基
本
的
に
飲
食
は
禁
止
で
す

が
、
み
る
く
で
は
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
12
時
30
分
ま
で
は
食

事
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
活
動
内
容

①
育
児
相
談

　

栄
養
士
、
看
護
師
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
専
門
家
に
よ
る
講
演

会
（
身
体
測
定
、
看
護
師
に
よ

る
発
達
相
談
を
毎
月
行
な
っ
て

い
ま
す
。）

②
毎
日
の
活
動

　

紙
芝
居
、
小
麦
粉
粘
土
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
季
節
の
製

作
、
音
楽
会
、
誕
生
会
、
親
子

■
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
休
館
日

　

土
日
祝
日
、
年
末
年
始
、
年

度
始
、
年
度
末
。
保
育
園
の
行

事
等
で
一
時
閉
館
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
名
札
代
３
０
０
円
（
１
年
間

有
効
）

　

不
審
者
対
策
の
た
め
、
来
館

時
に
は
必
ず
名
札
を
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

み
る
く

　

下
野
市
下
古
山
３
０
２
５

－

１
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
39
）６
３
０
５

　

わ
か
ば
保
育
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
月
の
活
動
予
定
が
載
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
の
活
動

の
様
子
を
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ゆ
り
か
ご
】

　
　
　

南
河
内
地
区

　
「
ゆ
り
か
ご
」
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
今
年
８
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利

用
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
親
子
が
元
気

に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
ま

す
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容

①
育
児
相
談

　

栄
養
士
、
看
護
師
、
歯
科
衛

生
士
等
専
門
家
に
よ
る
講
演
会

（
身
体
測
定
・
看
護
師
に
よ
る

発
達
相
談
を
毎
月
行
な
っ
て
い

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
子
育
て
応
援
し
ま
す
！

若林公民館

病院

コンビニ

古山小学校

至 

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

至 

上
三
川

文
教
通
り

北関東自動車道
子育て支援センターみるく
（わかば保育園内）

子育て支援センターみるく
（わかば保育園内）

4月にオープンした「みるく」の外観

「みるく」でのベビーマッサージの様子

「ゆりかご」でのエプロンシアターの様子

子育て応援
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ま
す
。）

②
毎
日
の
活
動

　

紙
芝
居
、
小
麦
粉
粘
土
、
リ

ズ
ム
運
動
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
季
節
の
製
作
等
。
そ
の

ほ
か
、
保
護
者
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
取
り
入
れ
、
親
子
が
楽
し
め

る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
に
よ

る
活
動

　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
、
骨
盤
体

操
（
毎
月
開
催
）

人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

④
講
師
を
招
い
て
の
活
動

　

音
楽
会
と
音
楽
遊
び
（
毎
月

交
互
）、
親
子
体
操
（
年
２
回
）

⑤
特
別
活
動

○
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　

１
月
、
６
月
の
年
２
回
開
催
。

○
出
前
サ
ロ
ン
「
ほ
ほ
え
み
」

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
！

■
活
動
内
容

①
子
育
て
相
談
（
毎
週
月
曜
日

〜
金
曜
日
）

　

育
児
に
不
安
や
悩
み
を
お
持

ち
の
方
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
に
こ
に
こ
タ
イ
ム
（
毎
週
木

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
と
午
後

１
時
30
分
か
ら
）

　

う
た
、
手
遊
び
、
ダ
ン
ス
の

ほ
か
に
毎
月
の
誕
生
会
、
季
節

の
行
事
・
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
製

作
な
ど
を
取
り
入
れ
た
親
子
遊

び
で
す
。

③
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
子
育

て
サ
ロ
ン
（
毎
月
第
１
・
３
火

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
）

　

年
４
回
、
南
河
内
児
童
館
に

て
親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
、
育

児
相
談
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
休
館
日

　

土
日
祝
日
、
年
末
年
始
、
年

度
末
、
年
始
。
保
育
園
の
行
事

等
で
一
時
閉
館
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
名
札
代
３
０
０
円
（
１
年
間

有
効
）

　

不
審
者
対
策
の
た
め
、
来
館

時
に
は
必
ず
名
札
を
付
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 
ゆ
り
か
ご

　

下
野
市
薬
師
寺
１
５
８
４

－

６
（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
48
）５
５
３
０

　

ゆ
り
か
ご
で
は
、
毎
月
25
日

以
降
に
「
ゆ
り
か
ご
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
の
活
動
の
様
子
を
ブ
ロ
グ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
つ
く
し
】国
分
寺
地
区

　
「
つ
く
し
」
は
、
乳
幼
児
健

診
な
ど
を
行
う
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館
内
に
設
置
さ

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
後
は
、

参
加
者
間
で
情
報
交
換
を
す
る

な
ど
交
流
の
場
と
な
り
ま
す
。

④
折
紙
あ
そ
び
（
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
）

　

す
ぐ
覚
え
ら
れ
る
簡
単
な
折

紙
遊
び
で
す
。

⑤
特
別
活
動

　

赤
ち
ゃ
ん
教
室
、
親
子
体
操
、

親
子
ビ
ク
ス
、
音
楽
鑑
賞
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
食
育
栄
養
講
習

会
（
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
）

　

国
分
寺
東
児
童
館
に
て
、
年

４
回
、
出
前
サ
ロ
ン
「
ほ
ほ
え

み
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
時
間

　

平
日
： 

午
前
９
時
〜
正
午

 

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

土
曜
： 

午
後
10
時
〜
正
午

 

午
後
１
時
〜
３
時

■
休
館
日

　

日
曜
日
、
祝
日
、
特
別
活
動

の
午
前
、
年
末
年
始
、
臨
時
休

館
（
施
設
の
都
合
に
よ
り
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３

 

（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

つ
く
し
の
活
動
予
定
は
下
野

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
つ
く
し

カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

か
ご
・
み
る
く
で
は
、
今
年
も

「
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」
を
２

回
開
催
し
ま
す
。
お
子
さ
ま
と

一
緒
に
体
を
動
か
し
た
り
、
歌

を
歌
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
知
り
た
い
方
、
子
育
て
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
、
お
父
さ

ん
間
で
お
友
達
を
作
り
た
い
方

な
ど
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
日
時　

６
月
15
日
㈯

　

・
０
歳
児 

午
前
10
時
よ
り

　
　
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

　

・
１
・
２
歳
児

 

午
前
11
時
よ
り

　
　
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
び
」

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
ゆ
り

か
ご
、
み
る
く
に
あ
る
参
加
申

込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

ゆ
り
か
ご

■
募
集
期
間

　

６
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ゆ
り
か
ご（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
48
）５
５
３
０

　

み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
39
）６
３
０
５

子育て応援

「つくし」でのにこにこタイム
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糖
尿
病
の
個
別
健
康
教
育

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
25
年
度
受
診
券
を

送
付
し
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正

忙
し
い
あ
な
た
も

元
気
な
あ
な
た
も

受
け
よ
う
！

定
期
け
ん
し
ん

あ

　
「
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

糖
尿
病
の
検
査
で
血
糖
値
が
高

く
治
療
を
要
す
る
と
診
断
を
受

け
た
人
の
割
合
は
全
体
で
5
．

7
％
、そ
の
う
ち
治
療
に
つ
な

が
っ
て
い
る
人
は
52
．2
％
で
約

半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
合
併
症
に
つ
な
が
る

病
気
で
す
が
、食
生
活
の
改
善
に

よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で

す
。そ
こ
で
下
記
の
と
お
り
、個

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
に
合

わ
せ
た
健
康
教
育
を
行
い
ま
す
。

血
糖
値
が
気
に
な
る
方
や
生
活

習
慣
を
改
善
し
た
い
方
は
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

６
・
７
月
〜
平
成
26
年
２
月
の

う
ち
、面
接
６
回
お
よ
び
血
液
検

査
３
回（
面
接
日
は
、受
講
者
の

ご
都
合
に
合
わ
せ
た
日
程
に
な

り
ま
す
。血
液
検
査
は
指
定
日
に

な
り
ま
す
。）

■
対
象
者

　

健
康
診
断
を
受
診
し
た
人
で
、

①
②
③
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を

満
た
す
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

広
報
５
月
号
及
び
受
診
券

等
に
お
い
て
、各
種
検
診
等
を

実
施
す
る
医
療
機
関
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、特
定

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
・
す
べ
て
の
が
ん
検
診
・
予

防
接
種
を
実
施
し
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

②
７
月
１
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

30
分

　

場
所
：
き
ら
ら
館

※
希
望
の
日
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

■
費
　
用

　

無
料（
血
液
検
査
費
用
も
無
料
）

■
定
　
員　

10
名
程
度

■
申
し
込
み
期
限

　

６
月
14
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課（
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

今
年
度
か
ら
が
ん
検
診
等
を

受
け
る
た
め
の
受
診
券
が「
圧
着

ハ
ガ
キ
」と
な
り
ま
し
た
。

　

受
診
で
き
る
項
目
が
個
人
に

よ
り
違
い
ま
す
の
で
、中
を
開
け

て
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
く
な

り
ま
し
た
の
で
、集
団
検
診
の
日

程
や
個
別
検
診
医
療
機
関
の
一

覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、健
康
増
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
空
腹
時
血
糖　

１
１
０
ｍ
ｇ

〜
１
３
９
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ

②
随
時
血
糖　
　

１
４
０
〜
１

９
９
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ

③
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
1
ｃ　

５
．

６
〜
５
．９
％

（
た
だ
し
、イ
ン
ス
リ
ン
注
射
及

び
血
糖
値
を
下
げ
る
薬
を
内
服

し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
）

■
実
施
内
容

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
食

生
活
や
生
活
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

あ
な
た
の
予
定
と
調
整
し
な

が
ら
半
年
間
の
中
で
６
回
の
面

接
と
３
回
の
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
す
。１
回
の
面
接
時
間
は
30

分
〜
１
時
間
程
度
で
す
。

※
血
液
検
査
は
石
橋
総
合
病
院

に
て
行
い
、面
接
は
き
ら
ら
館
に

て
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

通
知
し
ま
す
。

■
初
回
面
接
日

①
日
時
：
６
月
28
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所
：
き
ら
ら
館

☎（
52
）1
1
1
6
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健
診
の
結
果
を
手
渡
し
で
お
返
し
し
、

き
め
細
や
か
な
生
活
改
善
指
導
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
に
よ
る
病

気
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
、
集
団
健
診
に
て

特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
を
対

象
に
、
健
診
の
結
果
説
明
会
を
下
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

結
果
の
返
却
に
合
わ
せ
て
保
健
師
、

栄
養
士
が
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
説
明
会
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
10
時

※
結
果
説
明
会
に
来
ら
れ
な
い
方

　

健
康
相
談
・
他
の
結
果
説
明
会
で
も

お
返
し
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※ 

特
定
健
康
診
査
受
診
者
以
外
で
健
康

相
談
ご
希
望
の
方

　

健
康
相
談
（
要
予
約
）・
結
果
説
明

会
に
て
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
相
談
日

○
き
ら
ら
館
（
健
康
増
進
課
）

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

要
予
約

○
ゆ
う
ゆ
う
館
（
健
康
増
進
課
窓
口
）

　

火
曜
日
・
木
曜
日

　

午
前
９
時
〜
11
時　

要
予
約

健診結果説明会のお知らせ
～健康診査を受診される方へ～

■健診結果説明会の日程

検診日 検診会場及び
説明会場 結果説明会

6月 13日(木） 南河内公民館 7月 19日（金）

6月 19日（水） ゆうゆう館 7月 29日（月）

6月 24日（月） きらら館 7月 30日（火）

6月 30日（日） ゆうゆう館 8月 9日（金）

7月 1日（月） きらら館 8月 20日（火）

7月 10日（水） ゆうゆう館 8月 29日（木）

7月 23日（火） GTコミセン 8月 30日（金）

7月 27日（土） きらら館 9月 13日（金）

8月 7日（水） ゆうゆう館 9月 20日（金）

8月 23日（金） 南河内公民館 10月 1日（火）

8月 26日（月） きらら館 10月 11日（金）

9月 4日（水） きらら館 10月 11日（金）

9月 6日（金） ゆうゆう館 10月 18日（金）

9月 12日（木） 南河内公民館 10月 23日（水）

9月 17日（火） GTコミセン 10月 28日（月）

9月 25日（水） きらら館 11月 11日（月）

9月 30日（月） ゆうゆう館 11月 13日（水）

検診日 検診会場及び
説明会場 結果説明会

10月 1日（火） きらら館 11月 19日（火）

10月 8日（火） GTコミセン 11月 22日（金）

10月 10日（木） ゆうゆう館 11月 29日（金）

10月 25日（金） きらら館 12月 9日（月）

11月 1日（金） ゆうゆう館 12月 16日（月）

11月 7日（木） 南河内東公民館 12月 20日（金）

11月 14日（木） 南河内公民館 12月 25日（水）

11月 25日（月） ゆうゆう館 1月 8日（水）

11月 27日（水） きらら館 1月 9日（木）

12月 1日（日） ゆうゆう館 1月 17日（金）

12月 2日（月） きらら館 1月 21日（火）

12月 4日（水） ゆうゆう館 1月 23日（木）

12月 13日（金） 南河内公民館 1月 31日（金）

12月 15日（日） きらら館 2月 4日（火）

1月 14日（火） きらら館 2月 25日（火）

1月 22日（水） ゆうゆう館 2月 28日（金）

1月 24日（金） 南河内公民館 3月 4日（火）

1月 25日（土） きらら館 3月 10日（月）

■検診結果の通知方法

集団健診 （ きらら館・ゆうゆう館・南河内公民館・南河内東公民館・
グリーンタウンコミュニティセンターで受診）

個別検診
（医療機関で受診）

特定健康診査
（国民健康保険加入者）

特定健康診査
（社会保険加入者）

後期高齢者
健康診査

がん検診のみ
ヤング健診

特定健康診査、肺がん検診、
大腸がん検診、前立腺がん検診
子宮頸がん検診

結果説明会にて返します 栃木県保健衛生事
業団から直接郵送 下野市から郵送

下野市から
郵送

医療機関より返却
（子宮頸がんのみ下野市から郵送）

■健康相談の予約・問い合わせ先　健康増進課（きらら館内）　☎（５２）１１１６
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■日本脳炎予防接種実施医療機関一覧（順不同）
医療機関名 電話番号

大栗内科 53-5850
大柳内科・眼科　 51-2400
角田内科 53-5665
グリムこどもクリニック 51-1515
佐藤内科 53-1305
島田クリニック 53-8000
新島内科クリニック 53-8820
ふじたクリニック 51-2727
海老原医院 44-0163
岡田医院 44-0021
小金井中央病院 44-7000
宮澤クリニック 44-3309
おかべこどもクリニック 40-7300
カナザワアレルギ―クリニック　 40-1337
すずき内科・循環器科　 40-1260
南河内診療所 47-1070
★ 小山地区医師会（小山市・上三川町・野木町）
の医療機関でも接種できます。

当日ご持参
いただくもの

●母子健康手帳
●保険証
●予診票
（市内医療機関にもあります）

■積極的勧奨の差し控え（平成17～21年度）によって接種機会を逃した方のスケジュール例
対象者 対象期間 ケース 接種スケジュール

平成19年4月2日～
平成21年10月1日
生まれの方

生後6～90月
または
9～13歳未満

①のみ終了 ②③を6日以上おいて接種（間隔は接種医と相談）　　
②まで終了 ③を（可能であれば、おおむね1年後に）接種
全く受けていない ①②を6～28日おいて接種し、③をおおむね1年後に接種

平成7年4月2日～
平成19年4月1日
生まれの方
（特例対象者）

20歳未満

（13歳以上の女
性で妊娠や妊娠
の可能性がある
場合は原則接種
できません）

①のみ終了
②③を6日以上おいて接種（間隔は接種医と相談）
④を9歳以上に6日以上おいて（おおむね5年が望ましい★）接種
★1～2回目が5年以上空いている場合、おおむね1年が望ましい

②まで終了
③を6日以上おいて（可能な限りおおむね1年後に）接種
④を9歳以上に6日以上（おおむね5年が望ましい）おいて接種

③まで終了 ④を9歳以上に6日以上おいて（おおむね5年以上が望ましい）接種

全く受けていない
①②を6～28日おいて接種し、③をおおむね1年後に接種
④を9歳以上に6日以上おいて（おおむね5年が望ましい）接種

■積極的勧奨（個別通知）状況
　厚生労働省の指導により、平成22年度から段階的に個別通知
が再開されいています。

　今年度の個別通知の対象者は次のとおりです。
　●3歳 （3歳児健診で説明配布します） 1期初回2回分
　●4歳 （3歳児健診で説明配布しました） 1期追加1回分
　●7、8歳 （Ｈ17.4.2 ～Ｈ19.4.1生） 1期初回2回分
　●9、10歳 （Ｈ15.4.2 ～Ｈ17.4.1生） 1期追加1回分
　●18歳 （Ｈ7.4.2 ～Ｈ8.4.1生） 2期1回分

　なお、7～ 11歳（Ｈ14.4.2 ～Ｈ19.4.1生）のうち、積極的勧奨
の差し控え期間中（Ｈ17.5.30 ～Ｈ22.3.31）に1期を完了した方は、
9歳以降に2期の接種ができます。
　また、個別通知の対象ではなくても希望する方（Ｈ7.4.2生以
降の方）は、無料で接種できます。
上記スケジュールに従って接種してください。

日本脳炎予防接種を受けましょう～新しいワクチンで接種が再開されています～

　日本脳炎は、東日本での発症例は少数ですが、発症した場合、死亡率、障がいを残す率が大変高い病気です。
　次の方は無料で接種できます。

■問い合わせ先　健康増進課☎（52）1116

ください。

■標準的な接種スケジュール
対象者 対象期間 標準的な接種スケジュール

★ 発熱等により間隔が空いてしまっ
た場合、その要因が解消された
後速やかに実施すれば、無料で
接種できます。

平成19年4月2日
生まれ以降の方

1期：生後6～90月
2期：9～13歳未満

①1期初回1回目（3歳）
②1期初回2回目（3歳）
③1期追加（4歳）
④2期（9歳）

6～28日の間隔★
おおむね1年の間隔
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小
山
地
区
医
師
会
に
よ
る

風
し
ん
抗
体
検
査
費
用
の

一
部
助
成

下
野
市
に
よ
る
風
し
ん

予
防
接
種
費
助
成

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と

風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成
事
業
の
開
始
に
つ
い
て

栃
木
県
の
不
妊・不
育
症
治
療
に
つ
い
て

栃
木
県
の
不
妊・不
育
症
治
療
に
つ
い
て

■
対
象
者

　

19
歳
以
上
49
歳
以
下
の
市
民

で
、妊
娠
を
望
む
女
性
と
そ
の
配

偶
者
及
び
妊
婦
の
配
偶
者

■
助
成
期
間

　

６
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月

31
日

■
対
象
医
療
機
関

　

医
療
機
関
に
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
下
野
市
、小
山

市
、上
三
川
町
、野
木
町
）

■
助
成
内
容

　

風
し
ん
の
抗
体
検
査
費
用
に

つ
い
て
、一
律
１
，０
０
０
円
で

検
査
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

19
歳
以
上
49
歳
以
下
の
市
民

で
、妊
娠
を
望
む
女
性
と
そ
の
配

偶
者
及
び
妊
婦
の
配
偶
者
。（
ま

ず
、風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。抗
体
の
値
が
十
分

で
な
い
方
が
助
成
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、一
部
の
治
療
に
つ
い

て
は
、上
限
額
が
７
５
，０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
健
康
支
援
課

　

☎（
22
）０
４
８
８

流
産
を
繰
り
返
す
人
の
約
85
％

が
無
事
に
出
産
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

　

妊
娠
は
す
る
け
れ
ど
、流
産
や

死
産
を
繰
り
返
し
、子
ど
も
が
持

て
な
い
状
態
を「
不
育
症
」と
い

い
ま
す
。一
般
に
２
回
以
上
連
続

し
た
流
産
や
死
産
な
ど
が
あ
れ

ば
、不
育
症
の
検
査
等
が
勧
め
ら

れ
ま
す
。適
切
な
検
査
と
治
療
に

よ
り
、多
く
の
方
が
無
事
に
出
産

で
き
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

あ
き
ら
め
る
前
に
検
査
を
行

い
、治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。ま

ず
は
、か
か
り
つ
け
の
産
婦
人
科

の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
妊
・
流
産
に
悩
む
方
の
グ

ル
ー
プ
相
談
会

　

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
々
と
気

軽
に
話
せ
る
情
報
交
換
の
場
で

す
。

　

対
象
は
女
性
の
み
、参
加
費
は

無
料
で
す
。開
催
日
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。お
子
様

連
れ
の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。開
催
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
不
妊
に
悩
む
女
性

　

７
月
20
日
㈯
、10
月
17
日
㈭
、

平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

■
治
療
を
や
め
た
女
性
と
や
め

よ
う
か
悩
ん
で
い
る
女
性

　

６
月
15
日
㈯
、９
月
21
日
㈯
、

11
月
９
日
㈯
、平
成
26
年
２
月
20

日
㈭

■
流
産
に
悩
む
女
性

　

９
月
19
日
㈭
、12
月
14
日
㈯

■
二
人
目
以
降
の
不
妊
に
悩
む

女
性

　

６
月
20
日
㈭
、11
月
21
日
㈭
、

平
成
26
年
２
月
15
日
㈯

　

こ
の
他
、助
産
師
に
よ
る
電

話
・
面
接
・
メ
ー
ル
相
談
、産
婦
人

科
医
師
に
よ
る
面
接
相
談
、男
性

不
妊
専
門
の
尿
器
科
医
師
に
よ

る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー（
パ
ル
テ
ィ
）

　

☎
０
２
８（
６
６
５
）８
０
９
９

■
助
成
期
間

　

６
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月

31
日

※
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
５
月

31
日
に
予
防
接
種
を
受
け
た
方

も
対
象
に
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
、健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
医
療
機
関

　

医
療
機
関
に
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
下
野
市
、小
山

市
、上
三
川
町
、野
木
町
）

■
助
成
内
容

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
は
３
，０
０

０
円
、Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
は

５
，０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

（
医
療
機
関
で
は
、助
成
額
と
の

差
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

５
月
号
で
市
の
制
度
を
案
内

し
ま
し
た
が
、今
回
は
県
の
事
業

に
つ
い
て
案
内
し
ま
す
。

栃
木
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て

　

下
野
市
の
不
妊
治
療
費
助
成

を
受
け
る
方
は
、県
の
制
度
を
先

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

法
律
上
の
夫
婦
で
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

（
1
）特
定
不
妊
治
療（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）が
必
要
で
あ
る

と
医
師
に
診
断
さ
れ
、指
定
医
療

機
関
で
同
治
療
を
受
け
た
方

（
2
）夫
婦
の
一
方
又
は
双
方
が

栃
木
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方

（
3
）夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合

計
が
7
3
0
万
円
未
満
で
あ
る

方■
内
容

　

治
療
１
回
に
つ
き
15
万
円
ま

で
、１
年
度
目
は
年
度
３
回
、２

年
度
目
以
降
は
年
度
２
回
を
限

度
に
、通
算
５
年
度（
通
算
10
回

を
超
え
な
い
）ま
で
助
成
し
ま

す
。

☎（
52
）１
１
１
６
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次
回
は
重
点
領
域
の

　
　
　
　
　
　
紹
介
を
し
ま
す
。

■
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
と
は

　

市
民
の
誰
も
が
幸
せ
で
あ
る

と
実
感
し
、安
心
し
て
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、食
生
活
や
運
動
習

慣
等
の
生
活
習
慣
を
改
善
し
、健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
で
あ
る「
健
康
寿
命
」を

延
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。ま

た
、家
庭
や
学
校
、地
域
、職
場

等
、社
会
全
体
が
そ
の
取
組
を
支

援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、平
成
25
年
度
〜

平
成
29
年
度
の
５
か
年
計
画
で

す
。す
べ
て
の
市
民
の
健
康
増
進

と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
、「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」と
い
っ

た
個
人
の
取
組
に
対
し
、社
会
全

体
で「
健
康
づ
く
り
」を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
の
指
針
で
す
。

　

ま
た
、生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢

性
疾
患
や
そ
の
予
備
群
の
減
少

を
目
指
す
た
め
に
、一
次
予
防

（
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
健
康
を

増
進
し
、生
活
習
慣
病
等
の
発
生

そ
の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と
）や

慢
性
疾
患
予
備
群
へ
の
ケ
ア
等

を
重
点
と
し
た
対
策
を
示
す
も

の
で
す
。 健

康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン（
第
２
次
下
野
市
健
康
増
進
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た（
そ
の
１
）

■計画の体系図

健康的な生活習慣を実践し、幸せを実感できる人を増やします。
1健康週間を実践できる人の増加

働き盛りの人の死亡を減少させます。
2壮年期死亡の減少

健康づくりを推進し、市民の生活の質を向上を図ります。
3生活の質（QOL）の向上

健康で幸せに自分らしく生活できる期間を延ばします。
4健康寿命の延伸

市民の一人ひとりが、積極的に健康づくりを実践し、
　　　　　　　　　「幸せを実感できる生活」をめざします基本理念

◆基本目標

1一次予防の重視

2健康に関わる環境整備の推進

3具体的目標設定による健康づくり

4市民主体の健康づくり

◆基本的な方向性

5
つ
の
重
点
領
域

①栄養・食生活

④喫煙・飲酒 ⑤健康を中心とした生活習慣病の予防
・生活習慣病予防及び重症化予防　・がん検診　・歯の健康

少年期・青年期・壮年期に
着目した取組

②運動 ③休養・こころの健康
　づくり

ライフステージ
ライフステージに応じた

目標の設定

目標設定
具体的施策の推進
具体的施策

健康と幸せ感健康と幸せ感健康と幸せ感健康と幸せ感
「健康」と「幸せ感」は密接な関係があります。

現状値現状値

91.7％91.7％
目標値
平成29年度
目標値

95％以上95％以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■幸せと感じる　■幸せと感じない　■無回答

健康だと思う

健康だと思わない

市民意識調査から

91.791.7 0.29.1

1.940.557.6

　第二次計画では、5つの重点領域の取組を中心とした健康
づくりを推進していくことが市民の「幸せ感」につながると
考え、プラン全体の目標値としています。

健康増進課　☎（52）1116問い合わせ先

Shimotsuke
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特
定
健
康
診
査
を
受
診

さ
れ
る
国
民
健
康
保
険

以
外
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
へ

協
会
け
ん
ぽ
・
下
野
市
共
催

健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

■
特
定
健
康
診
査
受
診
券

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療

保
険（
健
康
保
険
組
合
・
協
会
け

ん
ぽ
・
共
済
組
合
・
国
保
組
合
等
）

の
加
入
者
の
家
族
の
方
が
特
定

健
診
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

加
入
保
険
よ
り
発
行
さ
れ
る「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、

加
入
す
る
医
療
保
険
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、ご
自
身
で
該
当

の
医
療
保
険
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
受
診
で
き
る
健
診
機
関

　

下
野
市
で
も
集
団
検
診
の
日

程
で
受
診
で
き
ま
す
。集
団
健
診

申
込
み
時
、受
診
券
を
お
手
元
に

置
い
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。健
診

受
診
時
に
は
、必
ず「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」「
保
険
証
」を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。忘
れ
ま
す
と
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。な
お
、加
入
保
険
に
よ
っ

て
は
、集
団
健
診
で
は
対
応
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、加
入
す

る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
自
己
負

担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

協
会
け
ん
ぽ
と
市
で
は
、健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
共
同
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。ご
自
身
や

ご
家
族
の
健
康
管
理
の
参
考
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　

７
月
30
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
　
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
対
　
象

　

下
野
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

ま
た
は
お
勤
め
先
が
下
野
市
内

の
方

■
内
　
容

　

健
康
講
話
、県
・
市
・
協
会
け
ん

ぽ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

■
定
　
員　

50
名

■
申
し
込
み
期
限

　

７
月
19
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

心
の
病
気
と
い
っ
て
も
、「
こ

こ
ろ
の
カ
ゼ
」と
言
わ
れ
る「
う

つ
病
」等
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が

「
眠
れ
な
い
、食
欲
が
落
ち
た
、体

や
頭
が
重
い
」な
ど
、誰
に
も
相

談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
ま

た
、精
神
疾
患
に
よ
る
つ
ら
さ
・

悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
ご
本
人
・
ご
家
族
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、精
神
科
医
が
対
応
す

る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
実

施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
日
程

　

７
月
9
日
㈫
、９
月
３
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

き
ら

ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
　
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、相

談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
、随
時
保
健

師
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

月　　日 受付時間 内　　容 場　所対　象　者
■　保健メモ　■　6月号　6月16日→7月15日

ゆ
ゆ

ゆ

き

ゆ

ゆ

ゆ

き

ゆ

ゆ

ゆ

ゆ

6月17日（月） 13：00～14：00
6月18日（火） 9：45～10：00

6月19日（水） 8：00～10：00

6月24日（月） 8：00～10：00

6月25日（火） 13：00～14：00

6月26日（水） 9：45～10：00

6月30日（日） 8：00～10：00

7月1日（月） 8：00～10：00

7月2日（火） 13：00～14：00

7月3日（水） 9：45～10：00

7月9日（火） 13：00～14：00

7月10日（水） 8：00～10：00

平成24年8月生まれ
平成25年3月生まれ

事前申し込み必要

事前申し込み必要（女性限定日）

平成25年2月生まれ
育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さん

事前申し込み必要

事前申し込み必要

平成22年4月生まれ
育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さん
平成23年12月生まれ

事前申し込み必要

■内容：　　　　　 …特定健診・後期高齢者健康診査・がん検診・ヤング健診　　…子宮頸がん受診可能の日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■場所：　…ゆうゆう館　　…きらら館

特 が ヤ
ゆ き
子• • •

９か月児健診
赤ちゃん広場

４か月児健診

ポピーくらぶ

3歳児健診

ポピーくらぶ

1歳6か月児健診

後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.6
23



不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す
！

　

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
る
一
方
で
、
ま
ち
の
中
や
山

林
、
河
川
な
ど
へ
の
不
法
投
棄

が
目
に
つ
き
ま
す
。
不
法
投
棄

は
大
き
く
分
け
て
、
集
積
場
に

レ
ジ
袋
な
ど
で
ご
み
を
捨
て
る

場
合
と
、
空
地
や
山
林
、
河
川

な
ど
に
粗
大
ご
み
や
産
業
廃
棄

物
な
ど
を
捨
て
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投

棄
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
、

６
月
は

「
環
境
月
間
」で
す

　

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５

日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催

さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環

境
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
日

本
で
は
「
環
境
基
本
法
」（
平

成
５
年
）
が
「
環
境
の
日
」
を

定
め
て
い
ま
す
。

看
板
の
設
置
、
排
出
者
を
特
定

す
る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
悪
質
な
も
の

は
警
察
と
連
携
し
て
処
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は

違
法
行
為
で
す
！

　

自
宅
の
敷
地
内
を
含
む
野
外

で
の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼

き
）
は
違
法
行
為
で
す
。
一

部
の
例
外
を
除
き
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円

（
法
人
は
３
億
円
）
以
下
の
罰

金
ま
た
は
こ
れ
ら
の
併
科
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
例
外
に

該
当
す
る
場
合
で
も
周
辺
環
境

へ
の
悪
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と

き
に
は
直
接
指
導
に
伺
い
、
行

為
を
中
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
焼
却
せ

ず
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
例
外
に
な
る
場
合

・  

廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に

従
っ
て
焼
却
炉
等
で
廃
棄
物

を
焼
却
す
る
場
合

・  

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
慣
習

上
や
む
を
え
な
い
も
の

・  

焚
き
火
な
ど
の
周
辺
の
生
活

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

な
も
の
な
ど

ご
み
に
関
す
る
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
！

　

４
月
19
日
、
石
橋
公
民
館
に

お
い
て
石
橋
生
活
友
の
会
（
会

長
：
松
本
典
子
）
が
、
石
橋
地

区
で
新
し
く
分
別
の
始
ま
っ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

つ
い
て
、
環
境
課
の
職
員
を
講

師
と
し
て
招
き
、
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

不法投棄された廃材（五千石球場）

Shimotsuke
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空
き
地
の
雑
草
管
理
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
で
な
か
な
か
草
刈
り
が

ま
ま
な
ら
な
い
、
面
積
が
大
き

く
て
手
が
回
ら
な
い
と
い
っ
た

空
き
地
の
雑
草
の
除
去
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
放
っ
て
お
く

と
、
ど
ん
ど
ん
雑
草
が
伸
び
て

し
ま
い
、
害
虫
が
発
生
す
る
な

ど
、
隣
接
す
る
方
々
に
迷
惑
を

か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

空
き
地
の
適
正
な
管
理
は
所

有
者
の
責
任
で
す
。

　

下
野
市
で
は
、
所
有
者
に
代

わ
り
空
き
地
の
除
草
作
業
を
受

託
し
て
い
ま
す
。

■
委
託
の
料
金（
平
成
25
年
度
）

　

年
額
90
円
／
１
㎡
（
税
抜
）

※
例
３
０
０
㎡
の
場
合
、
年
額

２
８
，
３
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

注
意
：
年
度
途
中
の
申
し
込
み
、

■
委
託
の
方
法

　

環
境
課
に
申
請
書
を
提
出
し
、

委
託
料
を
前
払
い
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

除
草
剤
・
殺
虫
剤
等
を
使
用
す

る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

空
き
地
等
に
除
草
剤
を
使
用

す
る
こ
と
を
不
安
に
思
っ
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
除
草
や
害
虫

を
駆
除
す
る
た
め
に
除
草
剤
・

殺
虫
剤
等
を
散
布
す
る
場
合
は
、

農
薬
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

適
正
な
も
の
を
、
説
明
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
使
用
方
法
を
守

り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
前
に
近
隣
の
方
々

へ
散
布
す
る
旨
を
周
知
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

解
約
も
同
額
に
な
り
ま
す
。

■
管
理
の
内
容

　

年
４
回
の
雑
草
の
刈
払
い

（
刈
り
取
り
は
雑
草
の
繁
茂
す

る
期
間
に
行
い
ま
す
）

注
意
：
刈
り
取
っ
た
草
の
回
収

は
行
い
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
場

合
は
個
別
に
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
託
の
条
件

①
下
野
市
の
行
政
区
域
内
で
あ

る
こ
と

②
建
物
や
工
作
物
が
無
く
、
果

樹
、
植
木
等
の
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
い
な
い
更
地
で
あ
る
こ
と

③
傾
斜
地
や
湿
地
等
、
通
常
の

管
理
が
困
難
で
な
い
土
地
で
あ

る
こ
と

④
笹
竹
等
の
繁
茂
に
よ
る
荒
廃

が
な
く
、
昨
年
ま
で
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
た
土
地
で
あ

る
こ
と

あ
な
た
の
犬
・
ね
こ
が

ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る

た
め
に

■「
ふ
ん
」の
処
理
は

　

飼
い
主
の
責
任
で
す

・
散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、必
ず
「
ふ

ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
ね
こ
は
専
用
の

ト
イ
レ
を
用
意
し
、
決
ま
っ
た

場
所
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
り
と
い
う
危
険
性
が

あ
り
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
犬
に
と
っ
て
も
、

交
通
事
故
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

■「
鳴
き
声
」、「
に
お
い
」、

　
「
こ
う
傷
事
故
」に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う

・
鳴
き
声
が
近
所
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

■
犬
・
ね
こ
に
エ
サ
だ
け

　

与
え
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

６
月
15
日
が
栃
木
県
の
県
民
の
日
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
4
年
の
廃
藩
置
県
に
伴
い
栃
木
県
の
名
称
を
初
め
て
使
用
し
た
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
○
か
×
か
？

問
1　

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク

ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く

だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
石
橋
高
校
ジ
ャ
ー
ジ
（
Ｌ
）・
キ
ャ
ッ
ト

フ
ー
ド
・
南
河
内
第
2
中
白
体
操
着
・
サ
ッ

カ
ー
パ
ン
ツ
（
ア
シ
ッ
ク
ス
白
Ｓ
）・
洋

た
ん
す
（
木
調
）・
パ
ソ
コ
ン
デ
ス
ク
（
木

製
白
）・
自
転
車
（
26
イ
ン
チ
・
3
段
ギ
ア
・

男
用
）・
リ
フ
レ
女
児
水
着
・
ブ
リ
タ
ニ

カ
英
語
教
材
（
テ
ー
プ
と
本
）・
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
入
羽
子
板
・
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
破

魔
弓
・
ひ
な
人
形
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
ベ

ビ
ー
布
団
一
式
・
ベ
ビ
ー
服
（
男
児
用
・

サ
イ
ズ
50
〜
60
）・
哺
乳
瓶
・
搾
乳
機
・

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
（
１
５
５
㎝
女
子
用
）・

ス
キ
ー
板
・
ス
ト
ッ
ク
付
き
（
１
６
０
㎝

女
子
用
）・
ベ
ッ
ド
（
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ズ
）・

マ
ッ
ト
レ
ス
（
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ズ
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
自
転
車
（
大
人
用
、
24
イ
ン
チ
、
16

〜
18
イ
ン
チ
）・
幼
児
用
自
転
車
（
女
児

用
・
手
押
棒
付
）・
第
2
薬
師
寺
幼
稚
園

制
服
（
女
児
用
）、
体
操
着
一
式
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
南
河
内
第
2
中
学
校
男

子
制
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
（
上
下
一
式
）・
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ー
ト
・
南
河
内
ニ
中
女
子
制
服
・

ジ
ャ
ー
ジ
等
（
Ｍ
〜
Ｌ
）・
電
車
、
自
動

車
の
お
も
ち
ゃ
・
ス
キ
ー
板
・
ブ
ー
ツ

（
女
児
23
・
5
）・
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
・
愛
泉

幼
稚
園
か
第
2
愛
泉
幼
稚
園
の
ブ
レ
ザ
ー

（
１
２
０
）・
ス
ー
ツ
（
女
児
用
１
２
０
）・

子
供
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
子
供
服
（
１
１
０

〜
１
３
０
㎝
）・
靴
（
16
〜
20
㎝
）・
子
供

用
鉄
棒

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情

報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

空
き
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
！

Shimotsuke
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第
８
回
下
野
市

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
主　

催

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

■
後　

援　

下
野
市
体
育
協
会

■
日　

時　

７
月
７
日
㈰

　

７
月
14
日
㈰
予
備
日

■
種　

目

　

・
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

全
種
目
、
下
野
市
代
表
選
手

選
考
の
対
象
と
し
ま
す
。

■
試
合
方
法

　

８
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）
と
す
る
。
試
合

は
全
て
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ
と
す

る
。

■
会　

場

　

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
６
面
）

　

大
松
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
４
面
）

■
参
加
資
格

　

原
則
と
し
て
下
野
市
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
者

■
申
し
込
み

　

６
月
17
日
㈪

下
野
市
体
育
協
会
剣
道

教
室
生
徒
募
集

　

少
年
少
女
を
対
象
に
剣
道
教

室
を
通
し
て
礼
儀
や
作
法
、
正

し
い
心
、
強
い
心
を
養
う
た
め

剣
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
多
く
の
生
徒
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

６
月
９
・
23
・
30
日
、

７
月
７
・
14
日
（
全
５
回
）

■
場　

所　

国
分
寺
武
道
館

■
主　

催

　

下
野
市
体
育
協
会
剣
道
部

■
対　

象　

小
学
生

■
参
加
料

　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

未
加
入
者
は
１
，
０
０
０
円
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
剣
道
部

　

田
口
茂
樹
☎（
53
）０
７
５
８

　

遠
藤　

透
☎（
44
）８
４
０
８

　

大
山
榮
一
☎（
48
）０
７
３
４

 

〜
27
日
㈭
午
後
５
時

　

申
込
書
に
記
入
し
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
窓
口
に
参
加
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

種
目
毎
に
分
け
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
１
組

２
，
５
０
０
円
で
す
。

　

ド
ロ
ー
は
、
下
野
市
テ
ニ
ス

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
７
月

１
日
㈪
以
降
、
確
認
で
き
ま
す
。

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT

A
/

■
問
い
合
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

井
上

ま
で
☎
０
９
０（
１
４
６
７
）

０
２
６
５

第
６
回

下
野
市
レ
デ
ィ
ー
ス

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
大
会

■
主　

催

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

■
後　

援　

下
野
市
体
育
協
会

■
日　

時　

６
月
21
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　

６
月
28
日
㈮
予
備
日

　

当
日
天
候
不
良
の
時
は
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
可
否
の

判
断
を
し
ま
す
の
で
会
場
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
種　

目　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

■
試
合
方
法　

参
加
人
数
に
よ

り
検
討
し
当
日
発
表
し
ま
す

■
会　

場　

大
松
山
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
４
面
）

■
参
加
資
格　

下
野
市
内
の

コ
ー
ト
を
利
用
し
て
い
る
初
心

者
の
方
、
初
め
て
試
合
に
参
加

す
る
方
大
歓
迎
で
す
！

■
参
加
費

　

１
組
２
，
５
０
０
円

　
（
大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
）

■
申
し
込
み　

６
月
３
日
㈪
〜

13
日
㈬
午
後
５
時

　

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
か
ら
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
申
し
込
み
も
受
け
付

け
ま
す
。

・
申
込
事
項
（
氏
名
、
ク
ラ
ブ
名
、

住
所
、
電
話
番
号
）
を
も
れ
な

く
本
文
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 tennis_m
urao@

nifty.
com

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

大
垣

　

☎（
53
）８
２
０
８

　

 http://hom
epege2.

nifty.com
/SCT

A
/

※
ド
ロ
ー
は
当
日
に
発
表
し
ま

す
。

※
ペ
ア
の
変
更
は
当
日
ま
で
受

け
付
け
ま
す

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
け
付
け
ま

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】
明
治
６
年
に
宇
都
宮
県
と
栃
木
県
が
合
併
し
て
、

現
在
の
県
境
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
日
を
県
民
の
日
に
し
ま
し
た
。

Shimotsuke
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せ
ん
（
参
加
料
は
後
日
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
）第

８
回
下
野
市
民

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

大
会
開
催

　

下
野
市
卓
球
の
技
術
レ
ベ
ル

向
上
と
卓
球
愛
好
者
の
親
睦
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
主　

催

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

■
日　

時　

７
月
21
日
㈰

　

９
時
集
合
／
９
時
30
分
開
始

■
場　

所　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象　

40
才
以
上
の
下

野
市
在
住
在
勤
の
一
般
社
会
人

■
種　

目　

①
男
子
Ｓ　

②
女

子
Ｓ　

③
男
子
Ｗ　

④
女
子
Ｗ

※
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
は
当
日
抽

選
で
す
。
誰
と
組
む
か
は
お
楽

し
み
に
。

■
試
合
方
法　

３
セ
ッ
ト
マ
ッ

チ
（
11
本
）
予
選
リ
ー
グ
・
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

（
保
険
料
等
を
含
む
）
当
日
会

場
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

６
月
10
日
午
前
９
時
〜
７
月

５
日
午
後
５
時

「
ゴ
ル
フ
マ
ナ
ー
＆

ル
ー
ル
勉
強
会
」開
催

■
主　

催

　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
日　

程　

６
月
19
日
㈬

　

受
付
：
午
後
６
時
30
分

　

午
後
７
時
〜
９
時
分

■
会　

場　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
1
階
特
設
会
場

■
募
集
人
員　

50
名

■
参
加
料　

１
，
０
０
０
円

　
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
規
則
解
説
書
、
マ

ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
版
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

■
対　

象　

下
野
市
在
住
及
び

在
勤
者
、
市
民
の
紹
介

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ　

下
野
市
国
分
寺
１
３
８
０

　

☎（
44
）４
４
３
３

　

（
44
）４
４
３
２

平
成
25
年
度
下
野
市

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
開
催

■
主　

催

　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
日　

程　

7
月
18
日
㈭

　

７
時
30
分
〜
ス
タ
ー
ト

■
会　

場　

ア
パ
リ
ゾ
ー
ト
栃

木
の
森
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

　

各
地
区
体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

・
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

・ 

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

※
参
加
申
込
書
は
各
地
区
体
育

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

■
そ
の
他　

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月
５
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

　

理
事
長　

水
越　

健
次

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

22
：
00
〜
23
：
00
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

栃
木
市
大
久
保
町
８
８
８

　

☎
０
２
８
2（
30
）３
３
４
４

■
プ
レ
ー
代　

６
，
０
０
０
円

　
（
昼
食
込
み
）

■
参
加
費　

２
，
０
０
０
円

　
（
パ
ー
テ
ィ
ー
代
、
賞
品
代
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
含
む
）

■
募
集
人
員　

１
５
０
名

■
参
加
資
格　

下
野
市
在
住
及

び
在
勤
者
、
市
民
の
紹
介

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

　

☎（
38
）７
４
５
６

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

・
石
橋
地
区

　

小
野
口
康
一
☎（
53
）１
３
２
８

　

稲
見
勝
雄
☎（
53
）２
４
５
８

　

平
野
長
一
郎
☎（
53
）２
７
３
２

　

本
田
忠
義
☎（
53
）５
２
６
１

・
国
分
寺
地
区

　

大
根
田
重
美
☎（
44
）２
６
９
１

　

海
老
原　

博
☎（
44
）１
５
３
４

　

矢
野　

洋
☎（
44
）３
１
６
６

　

岩
淵
利
次
☎（
44
）１
４
０
０

・
南
河
内
地
区

　

舘
野
嘉
重
☎（
48
）０
１
９
１

　

入
倉　

求
☎（
48
）１
２
０
９

　

伊
澤　

剛
☎（
48
）０
０
１
６

　

伊
澤　

進
☎（
48
）１
０
４
９

※
７
月
４
日
㈭
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

水
泳
教
室

参
加
者
募
集
！

　

初
心
者
、
初
級
者
対
象
に
水

泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

水
に
慣
れ
よ
う
♪
水
を
楽
し

も
う
♪
水
泳
を
楽
し
も
う
♪

レ
ッ
ツ　

エ
ン
ジ
ョ
イ　

ス
イ

ミ
ン
グ
♪

■
日　

時

　

７
月
10
、
17
、
24
、
31
日
毎

週
水
曜
日
全
４
回

　

開
校
式　

初
日
（
10
日
）

　

午
後
６
時

　

２
回
目
か
ら
は
、
午
後
６
時

30
分
よ
り
教
室
を
開
始

■
場　

所　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

■
参
加
対
象　

市
内
に
住
所
を

有
す
る
小
学
生
以
上
及
び
市
内

在
勤
者

■
参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
保

険
料
等
を
含
み
ま
す
）

※
１
回
目
参
加
時
納
入

※
プ
ー
ル
使
用
料
は
、
実
費
個

人
負
担

■
定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
28
日
㈮
ま
で
に
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
に
て

申
し
込
み

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
さ
れ
た
祇
園
原
の
松
林
の
松
は
、

今
か
ら
１
，
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代
か
ら
こ
の
地
域
に
自
生
し
て
い
た
。
○
か
×
か
？

問
2　

Let’s SPORTS
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記
載
内
容
は
、
①
プ
ー
ル
教

室
参
加
希
望
②
住
所
③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
（
学
年
）

⑤
生
年
月
日
⑥
性
別
⑦
電
話
番

号
⑧
勤
務
先
名
称
・
住
所
（
在

勤
者
の
み
）

　

〒
３
２
９

－

０
５
１
９　

下

野
市
大
松
山
1

－

７

－

1　

ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

（
52
）１
１
６
０

　

 sports@
city.

shim
otsuke.lg.jp

〜
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
し
も

つ
け
の
開
催
〜

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
体
験
教
室
・

ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
参
加
者
相
互
の
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
日　

時　

７
月
15
日
㈪

　

受
付
：
午
前
８
時
30
分

　

開
会
：
午
前
９
時

　

閉
会
：
午
後
1
時
30
分

■
場　

所

　

大
松
山
運
動
公
園
（
下
野
市

大
松
山
１

－

７

－

１
）

■
対　

象

　

・
小
学
４
年
生
以
上
（
要
同

意
書
）、
親
子
（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
料

　

一
人　

５
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
を
含
む
）

■
内　

容

　

ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
（
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
教
室
・

水
辺
の
安
全
教
室
）

■
申
し
込
み

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

へ
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切

　

７
月
５
日
㈮
必
着

※
参
加
料
は
、
当
日
持
参
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

①
参
加
に
必
要
な
も
の（
携
行
物
）

○
自
転
車
（
ど
の
よ
う
な
自
転

車
で
も
Ｏ
Ｋ
）

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
個
人
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
）
※
用
意
で
き
な

い
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
運
動
靴
（
濡
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
）

○
水
着

○
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

○
ゴ
ー
グ
ル
（
必
要
に
応
じ
て
）

○
運
動
の
で
き
る
服
装

○
水
分
飲
み
物
（
事
務
局
で
も

用
意
し
ま
す
が
、
ご
用
意
願
い

Let’s SPORTS

■開園日
　7月6日（土）～12日（金）…土・日のみ

　7月13日（土）～8月31日（土）…毎日開園

　　ただし、7月16日（火）～19日（金）は休園

　　木・土曜は夜間開園

■開園時間　入替え制になります。
　午前…午前9時～正午

　午後…午後1時～5時

　夜間…午後6時～9時

■入場料 幼児 無料

 中学生以下 １００円

 一般 ２００円

 お得な回数券あります。

　※幼児のオムツ着用不可

■問い合わせ先　海洋センター☎（44）5131

７月６日㈯ 午前9時

オー
プン

オー
プン

国分寺Ｂ＆Ｇ
海洋センタープール

７月13日㈯ 午前9時

大松山
運動公園プール

プールオープンのお知らせ

山

■開園日
　7月13日（土）～8月31日（土）

　…毎日開園（天候による閉鎖あり）。

　　ただし、7月16日（火）～19日（金）は休園

■開園時間　午前９時～午後６時まで
■入場料 幼児 無料

 小・中学生 ２００円

 一般 ５００円

 お得な回数券あります。

　※幼児のオムツ着用不可

■問い合わせ先　プール直通☎52-016３

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】
祇
園
原
の
松
林
は
、
昔
の
書
物
な
ど
に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
松
林
付
近
の
発
掘
調
査
で
土
壌
の
花
粉
分
析
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、

江
戸
時
代
の
堆
積
層
か
ら
大
量
の
花
粉
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
江
戸
時
代
に
植
林
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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ま
す
。）

○
参
加
料
（
５
０
０
円
）

②
教
室
参
加
中
の
事
故
や
怪
我

等
に
お
け
る
補
償
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
が
加
入
す
る
傷
害
保
険

内
の
み
の
補
償
と
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
認
定
講
習
会

　

今
回
の
講
習
会
で
は
、｢

リ
ー

ダ
ー
認
定
講
習
会｣

を
実
施
し
、

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、

ル
ー
ル
の
確
認
を
中
心
に
キ
ン

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
普
及
推
進
を

図
る
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
機
会
に
多
く
の
方
に
キ

ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
主　

催

　

下
野
市
教
育
委
員
会

■
協　

力　

一
般
社
団
法
人
日

本
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
連
盟  

栃
木
県
キ
ン
ボ
ー
ル
連
盟

■
日　

時　

７
月
７
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

■
内　

容

　

開
講
式
、
概
要
説
明
、
準
備

体
操
、
リ
ー
ド
ア
ッ
プ
ゲ
ー
ム
・

ヒ
ッ
ト
＆
レ
シ
ー
ブ
練
習
、
交

流
大
会
（
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
）、閉
講
式
（
補
足
説
明
・

質
疑
応
答
）、
解
散
・
リ
ー
ダ
ー

資
格
登
録
受
付

■
場　

所

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

　
（
下
野
市
大
松
山
1

－

7

－

1
）

■
参
加
対
象　

16
歳
以
上

■
参
加
料

　

会
員 
５
０
０
円

　

一
般 

１
，
０
０
０
円

　
（
当
日
の
受
付
時
に
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。）

※
資
格
取
得
費
用
は
別
途
必
要

で
す
。

①
入
会
金 

１
，
０
０
０
円

 

（
初
年
度
の
み
）

②
年
会
費 

３
，
０
０
０
円

　
（
リ
ー
ダ
ー
同
時
取
得
初
年

度
は
免
除
）

③
リ
ー
ダ
ー
認
定
登
録
料

 

１
，
０
０
０
円

■
申
込
締
切　

６
月
23
日
㈰

■
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
に
郵
送
等
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

●
４
月
７
日
に
行
わ
れ
た
キ
ン

ボ
ー
ル
サ
ン
デ
ー
（
初
回
）

　

広
く
市
民
に
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
を
普
及
振
興
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意

欲
向
上
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
と
の

交
流
を
図
る
た
め
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

９
月
１
日
の
市
民
体
育
祭
キ

ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
３

月
９
日
の
下
野
オ
ー
プ
ン
キ

ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、

運
営
委
員
・
競
技
役
員
と
し
て

大
会
運
営
に
関
わ
り
ま
す
。

　

参
加
者
に
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
講
習

会
ま
た
、
審
判
員
と
し
て
の
技

術
向
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

※
下
野
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、チ
ー
ム
（
４

名
）
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
活
動
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す

●
４
月
21
日
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

初
級
公
認
指
導
者
認
定
講
習
会

　

こ
の
講
習
会
は
、
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
の
普
及
振
興
と
指
導
者

の
育
成
及
び
資
質
向
上
の
目
的

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

6
月
9
日
に
開
催
さ
れ
る
市

民
体
育
祭
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
準
備
段
階
と
し
て
、
日
本

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認
指
導

者
よ
り
受
講
し
ま
し
た
。

　

審
判
法
を
理
解
し
て
、

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
た
め
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
な
る
た
め
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Let’s SPORTS

The スポ推
スポーツ推進委員会だより No.2

■問い合わせ先　スポーツ推進委員会事務局
　（スポーツ振興課）　☎５２－１１２４

問
3　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

国
分
寺
や
薬
師
寺
に
葺
か
れ
た
瓦
で
丸
い
瓦
を
鐙
（
あ
ぶ
み
が
わ
ら
）
と
呼
び
ま
す
が
、

こ
の
鐙
瓦
の
文
様
は
、
菊
の
花
で
あ
る
。
○
か
×
か
？
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メ
ー
ル
可
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

〒
３
２
９

－

０
５
１
９

　

下
野
市
大
松
山
1

－

7

－

1

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

（
52
）１
１
６
０

　

 sports@
city.

shim
otsuke.lg.jp

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

情
報

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
内
の
ク
ラ
ブ

事
務
局

　

担
当
：
田
村

　

☎（
44
）０
８
４
９

　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
在
席

　

20
組
程
度
（
募
集
中
で
定
員

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。）

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

参
加
者
募
集

　

カ
ヌ
ー
操
艇
技
術
を
習
得
し

て
爽
快
な
思
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ

ン
グ
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

■
開
講
日

　

毎
週
月
曜
日

　

Ａ
コ
ー
ス
：
7
月
1
、
8
、

15
、
22
、
29
日
の
５
回

　

Ｂ
コ
ー
ス
：
8
月
5
、
12
、

19
、
26
、
9
月
2
日
の
５
回

■
時　

間

　

午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

　
（
開
講
10
分
前
に
Ｂ
＆
Ｇ

プ
ー
ル
入
場
口
前
に
集
合
）

■
場　

所

　

国
分
寺
運
動
公
園
Ｂ
＆
Ｇ

プ
ー
ル

■
募
集
定
員

　

小
学
５
年
生
以
上
の
男
女
、

各
コ
ー
ス
と
も
10
名
程
度
（
グ

ル
ー
プ
申
し
込
み
は
不
認
）

■
参
加
費

　

各
コ
ー
ス
と
も

　

会
員 

２
，
０
０
０
円

　

会
員
外
の
中
学
生
以
下

 

２
，
８
０
０
円

高
校
生
以
上 

３
，
８
５
０
円

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

親
子
体
操
教
室（
年
少
〜
年

長
）参
加
者
募
集

　

幼
児
の
と
き
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
心
身
を
鍛
え
、
仲
間
意

識
を
育
む
こ
と
は
将
来
の
成
長

過
程
に
は
不
可
欠
な
こ
と
と
考

え
、
新
た
な
視
点
の
親
子
体
操

教
室
を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

■
対
象
者

　

年
少
〜
年
長
に
相
当
す
る
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

■
教
室
内
容

　

準
備
運
動
、
Ｓ
Ａ
Ｑ
、
基
礎

体
操
、
器
具
を
使
っ
た
運
動
な

ど■
開
講
日

　

６
月
10
日
か
ら
８
月
を
除
き

年
間
を
通
し
て
毎
月
３
回
（
年

間
日
程
表
が
あ
り
ま
す
）　

■
開
講
時
間

　

毎
回
月
曜
日
の
午
後
２
時
45

分
か
ら
３
時
45
分
ま
で
の
60
分

■
会　

場

　

国
分
寺
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館■
参
加
費

　

１
，
５
０
０
円
／
月
（
は
じ

め
に
年
会
費
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
料
が
必
要
で
す
）

■
定　

員

■
持
ち
物

　

水
泳
パ
ン
ツ
（
ラ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
ド
な
ど
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

キ
ャ
ッ
プ
、
ゴ
ー
グ
ル
は
自
由
）、

飲
料
水
、
着
替
え

　
（
カ
ヌ
ー
、
パ
ド
ル
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

は
ク
ラ
ブ
で
準
備
し
ま
す
）

■
申
込
受
付
期
間

　

６
月
11
日
㈫
〜
20
日
㈭
、
定

員
オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
抽
選

■
思
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
へ

の
参
加
条
件
は
、
安
全
の
た
め

講
師
に
よ
る
操
艇
習
得
判
定
を

行
い
ま
す
。

・
ツ
ー
リ
ン
グ
日
程
は
９
月
16

日
を
予
定
（
川
の
状
況
で
変
更

あ
り
）、
詳
細
は
別
途
。

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
と

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

季
節
の
食
べ
放
題
の
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
と
広
大
な
磐
梯
吾
妻

の
景
勝
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
み

な
が
ら
の
「
福
島
復
興
支
援

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
！

■
日　

時

　

７
月
７
日
㈰　

午
前
７
時
海

洋
セ
ン
タ
ー
出
発
、
午
後
６
時

こ
ろ
帰
着
予
定
（
雨
天
決
行
）

■
コ
ー
ス

　

東
北
道
〜
福
島
市
内
観
光
農

園
で
食
べ
放
題
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

狩
り
〜
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
〜
吾
妻
小
富
士
・
浄
土
平
で

昼
食
〜
景
勝
地
散
策
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
〜
帰
路

■
募
集
対
象

　

小
学
生（
保
護
者
付
き
）以
上

　

先
着
25
名
程
度
（
19
名
未
満

の
場
合
は
中
止
）

■
交
通　

貸
切
観
光
バ
ス

■
参
加
費

　

会
員 

４
，
９
０
０
円

　

会
員
外 

５
，
４
０
０
円

　
（
交
通
費
、
食
べ
放
題
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
入
園
料
、
諸
経
費
）

■
持
ち
物

　

ハ
イ
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
、
履

き
慣
れ
た
シ
ュ
ー
ズ
、
雨
具
、

お
弁
当
、
飲
み
物
、
保
険
証
の

コ
ピ
ー

☆
昼
食
は
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
浄
土
平
で
各
自
と
り
ま
す

（
持
参
弁
当
ま
た
は
自
己
負
担

で
外
食
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

６
月
11
日
よ
り
先
着
順
で
定

員
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

Let’s SPORTS

【
正
解
は
×
】
鐙
瓦
は
蓮
の
花
の
文
様
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

Shimotsuke
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夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

日
本
百
名
山

夏
の
安
達
太
良
山
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
参
加
者
募
集

　

高
村
光
太
郎
の
智
恵
子
抄
に

詠
わ
れ
た
絶
景
と
夏
山
の
高
山

植
物
を
楽
し
み
な
が
ら
、
約
４

時
間
の
山
岳
登
山
の
醍
醐
味
を

味
わ
え
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
す

■
日　

時

　

７
月
28
㈰

　

午
前
５
時
30
分
海
洋
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
出
発
、
午
後
７
時

帰
着
予
定
（
雨
天
決
行
）

■
コ
ー
ス

　

東
北
道
二
本
松
〜
奥
岳
〜

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
薬
師
岳
〜
安

達
太
良
山
〜
牛
の
背
〜
く
ろ
が

ね
小
屋
〜
奥
岳
〜
東
北
道
二
本

松
（
コ
ー
ス
は
予
定
）

■
募
集
対
象

　

中
学
生
以
上
で
健
脚
な
方
25

名
程
度
（
15
名
未
満
の
場
合
は

中
止
）

■
交
通　

貸
切
観
光
バ
ス

　

小
学
生
女
子

■
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

月
２
回
水
曜
日　

夜

　

小
学
２
〜
６
年
生
の
男
女

◆
詳
細
条
項
に
つ
い
て
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

情
報

「
元
気
ワ
イ
ワ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
南
河

内
」か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
局

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

 http://gyy-sports.a.la9.
jp/

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
南
河
内

「
奥
那
須
、
流
石
山
ニ
ッ
コ

ウ
キ
ス
ゲ
観
賞
ハ
イ
キ
ン
グ
．

登
山
」参
加
者
募
集

　

流
石
山
は
那
須
の
山
々
で
随

一
の
花
の
山
と
い
わ
れ
、
一
般

■
参
加
費

　

会
員 

４
，
３
０
０
円

　

会
員
外 

４
，
８
０
０
円

　
（
交
通
費
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
、

保
険
、
諸
経
費
）

■
持
ち
物

　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
、

保
険
証
の
コ
ピ
ー

■
装　

備

　

登
山
ス
タ
イ
ル
、
登
山
靴
、

雨
合
羽
、手
袋
、帽
子
（
ス
ト
ッ

ク
、
ス
パ
ッ
ツ
は
自
由
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

６
月
11
日
よ
り
先
着
順
で
定

員
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

教
室
の
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
（
第
2
弾
）

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
立

ち
上
げ
た
新
し
い
次
の
教
室
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム

や
Ｐ
Ｃ
に
熱
中
せ
ず
、
健
康
で

明
る
く
元
気
に
な
る
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■
ジ
ュ
ニ
ア

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

毎
週
木
曜
日　

夜

　

小
学
２
〜
６
年
生
の
男
女

■
ジ
ュ
ニ
ア

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

毎
週
土
日
曜
日

的
に
は
福
島
県
側
か
ら
登
ら
れ

ま
す
。

　

栃
木
県
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

に
は
か
な
り
の
時
間
が
掛
か
り

ま
す
が
今
回
は
那
須
（
峠
の
茶

屋
）
よ
り
三
斗
小
屋
温
泉
を
経

由
し
大
峠
か
ら
流
石
山
を
目

指
す
健
脚
向
き
の
山
歩
き
で
す

（
最
後
に
待
っ
て
い
る
一
面
の

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
に
共
に
感
動

し
ま
せ
ん
か
）。

■
日　

時

　

７
月
14
日
㈰
午
前
５
時

　

南
河
内
庁
舎
南
ロ
ー
タ
リ
ー

出
発
（
小
雨
決
行
）

■
場　

所

　

奥
那
須
（
流
石
山
）
※
諸
事

情
で
福
島
県
側
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

約
７
時
間
30
分
の
山
歩
き
、

帰
路
に
温
泉
に
立
ち
寄
る
計
画

で
い
ま
す
。

■
対　

象

　

小
学
校
４
年
生
以
上
で
約
６

時
間
以
上
の
山
歩
き
が
出
来
る

方
（
健
脚
の
方
） 

（
小
学
生
は
、
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

■
参
加
費

　

会
員 

３
，
０
０
０
円

　

非
会
員 

３
，
３
０
０
円

　
（
保
険
料
、
バ
ス
代
、
諸
経

費
を
含
み
ま
す
。）

※
申
込
人
数
が
20
名
に
満
た
な

い
場
合
は
、
料
金
が
上
が
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
定　

員

　

先
着
38
名
（
温
泉
入
浴
料
は

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

参
加
費
を
添
え
て
南
河
内
体

育
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
へ
（
申
込
書
あ
り
）。

■
申
込
期
間

　

６
月
17
日
㈪
午
前
９
時
よ
り

受
付
開
始
〜
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

■
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ク

ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

Let’s SPORTS

問
4　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
国
分
寺
跡
の
礎
石
は
大
理
石
で
あ
る
？
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　自治医科大学の教授などが講師を務め、最先端の医療や専門技術を一般市民にもわかり
やすく説明する ｢自治医科大学公開講座｣ が開催されます。
　今年のメインテーマは『予防医療と最新医療』です。本年も下野市との連携事業として
開催されますので、ぜひこの機会に受講してください。
■場　所 自治医科大学　地域医療情報研修センター大講堂　
■受講料 無料
■受講定員 各回５００名
 　※ 会場には机がありません。予めご了承ください。
■申し込み期間　6月3日㈪～ 6月28日㈮　平日午前8時30分～午後5時
■申し込み先・問い合わせ
 電話または自治医科大学ホームページから
 ①自治医科大学学事課　電話 0285(58)7044
 　 http://www.jichi.ac.jp/extension/index.html
 ②生涯学習課　☎（52）1119
 　※ただし、定員に達した場合、早期に締切る場合があります。
 　※ 日程、学習演題、講師等は、都合により変更になる場合があります。
 　※本講座は、とちぎ県民カレッジ登録講座です。
■日程、学習演題、講師　（全５日間のうち、３日間受講された方には修了証をお渡しします。）

親
カ
ツ

〜
今
の
就
職
事
情
〜

　

就
職
活
動
が
大
変
だ
と
い
う

話
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
就
職
事
情
に
つ
い
て
の
話

や
、
親
と
し
て
子
ど
も
の
就
職

に
ど
ん
な
応
援
が
で
き
る
の

か
、
な
ど
就
活
に
関
す
る
話
を

聞
い
て
見
ま
せ
ん
か
？
み
な
さ

ん
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

南
河
内
東
公
民
館

■
講
師

　
朝
日
新
聞
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
「
朝
日
学
生
キ
ャ
リ
ア
塾
」

 

木
之
本　

敬
介　

氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

朝
日
新
聞
政
治
部
記
者
時

代
、
宮
沢
・
細
川
首
相
の
番
記
者
、

小
泉
官
邸
担
当
、
鳩
山
・
菅
氏

ら
も
連
日
取
材
。
社
会
部
、
生

活
部
を
経
て
採
用
担
当
部
長
に
。

多
く
の
就
活
生
に
接
し
、
小
論

文
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
見

て
面
接
に
立
ち
会
っ
た
。
就
活

力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
「
朝
日
学

生
キ
ャ
リ
ア
塾
」
を
立
ち
上
げ
、

講
師
も
務
め
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
東
公
民
館

　

☎（
48
）５
５
１
１

【
正
解
は
×
】
凝
灰
岩
（
通
称
大
谷
石
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
採
掘
地
点
は
不
明
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

日程 演　題 講　師 時　間

7／6
（土）

循環器疾患の
予防と最新医療

１ 心臓病の予防 自治医科大学　学長
 永井　良三　先生

午後1時30分～
 2時45分

２
大動脈瘤診療における
パラダイムシフト

血管内治療センター大動脈治療部
 齋藤　力　准教授

午後3時～
 4時15分

7／13
（土）

自治医大での
最先端の医療と

研究

３
肺がんの原因解明が
もたらす新しい特効薬

東京大学　大学院医学系研究科
生化学・分子生物学講座
 間野　博行　教授

午後1時30分～
 2時45分

４
iPS細胞が拓く新しい医療：
現状と課題

再生医学研究部
 花園　豊　教授

午後3時～
 4時15分

7／20
（土） 新薬治療の最前線

５ 糖尿病治療の最前線 内分泌代謝学部門
 石橋　俊　教授

午後1時30分～
 2時45分

６ 関節リウマチ治療の最前線 アレルギー膠原病学部門
 岩本　雅弘　准教授

午後3時～
 4時15分

7／27
（土）

ワクチンによる
予防医療

７
子宮頸がん予防ワクチンの
現状とトピックス

産科婦人科学講座
 鈴木　光明　教授

午後1時30分～
 2時45分

８ 子どもの健康を守るワクチン 小児科学講座
 河野　由美　准教授

午後3時～
 4時15分

8／3
（土） こころの健康

９
多文化間精神医療からみた
メンタルヘルス

看護学部
 大塚　公一郎　教授

午後1時30分～
 2時45分

10
ADHD（注意欠陥多動性障害）
の理解と対応

小児科学講座
 山形　崇倫　教授

午後3時～
 4時15分

平成25年度自治医科大学公開講座のご案内
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生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
紹
介
①

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
実
行
委
員

会　

代
表　

水
上
美
紀

　

下
野
市
自
治
医
大
前
グ
リ
ー

ン
タ
ウ
ン
地
区
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
開
発
の
当
初
よ
り
続
け
ら
れ

て
い
る
お
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
7
月
第
3
土
曜
日
、
自
治

医
大
駅
東
の
祇
園
原
公
園
が
会

場
で
す
。「
明
る
く
住
み
や
す

い
街
づ
く
り
」
を
願
っ
て
始
め

ら
れ
ま
し
た
。　

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

計
画
段
階
で
、
今
後
、
爆
発
的

に
増
え
る
ご
み
の
た
め
新
し
く

ご
み
焼
却
場
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
の
南
河
内
町
は
新

設
ご
み
焼
却
場
に
隣
接
す
る
住

民
の
方
々
と
「
ご
み
を
減
ら

し
、
環
境
を
護
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
約
束
し
て
、
新
設
焼
却

場
の
稼
働
後
、
全
国
に
先
駆
け

る
ご
み
の
細
分
別
と
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
も
住

民
感
覚
で
は
「（･･

正
直
）
何

だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
行
政

の
指
示
に
従
い
、そ
れ
で
も
「
環

境
保
護
」
の
指
標
に
共
鳴
し
て
、

日
々
ご
み
細
分
別
に
取
り
組
み

ま
し
た
。「
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ

り
」
の
命
名
に
は
〜
下
野
市
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
住
民
は
「
ご

み
を
減
ら
し
環
境
を
護
る
」
約

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
紹
介
②

病
児
と
家
族
の
第
二
の
我
が
家

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

代
表　

斎
藤　

麻
矢

　

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
近
く
の
、
ド

ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ

ウ
ス　

と
ち
ぎ
は
、
入
院
中
の

子
ど
も
と
付
き
添
う
家
族
の
為

の
滞
在
施
設
で
す
。
子
ど
も
が
、

難
病
等
遠
方
か
ら
の
長
期
入
院

が
必
要
に
な
る
と
、
家
族
は
体

も
、
経
済
的
に
も
、
精
神
的
に

も
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
家

族
の
為
に
ハ
ウ
ス
は
病
院
の
近

く
で
、
１
人
１
泊
１
，
０
０
０

円
と
安
価
で
利
用
で
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

滞
在
で
き
る｢

第
二
の
我
が

家｣

と
し
て
２
０
０
６
年
９
月

下
野
市
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

年
間
で
約
３
０
０
家
族
、
延
べ

２
，
２
０
０
家
族
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
運
営
を
支
え
て

い
る
の
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
物

品
寄
贈
や
寄
付
で
す
。

　

２
０
１
２
年
は
２
１
０
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
あ

り
、
月
に
２
回
、
１
回
３
時
間

の
活
動
で
延
べ
活
動
人
数
は
３
，

３
７
３
人
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
多
い
の
は
地
元
下
野
市

束
を
し
て
で
き
た
街
に
暮
ら
す

住
民
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
〜
と
い
う
地
域
住
民

の
高
い
志
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
エ
コ
ラ
イ
フ

ま
つ
り
は
、
商
店
・
自
治
会
の

模
擬
店
、
自
治
会
当
番
の
協
力

に
よ
り
実
施
す
る
お
ま
つ
り
会

場
の
ご
み
分
別
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

空
き
缶
子
ど
も
み
こ
し
と
住
民

手
づ
く
り
の
お
ま
つ
り
と
し
て

地
域
に
定
着
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
名
実
と
も
に
エ
コ

ラ
イ
フ
の
お
ま
つ
り
を
築
く
に

は
多
数
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

が
必
須
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
広
報

46
ペ
ー
ジ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。）

◆
第
23
回
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り

■
日　

時　

　

7
月
20
日
㈯

　

午
後
2
時
〜
8
時
30
分

■
場　

所　

祇
園
原
公
園

■
問
い
合
わ
せ
先

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

○
お
ま
つ
り
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
44
）６
３
０
１

の
皆
さ
ん
で
す
が
小
山
市
、
宇

都
宮
市
や
日
光
市
、
矢
板
市
、

茨
城
県
、
埼
玉
県
の
方
も
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容

は
、
共
有
部
分
の
清
掃
、
洗
濯
、

物
品
整
理
、
館
内
案
内
等
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
「
早
く

元
気
に
な
っ
て
ね
」
の
思
い
を

こ
め
て
活
動
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
家
族
は
そ
の
熱
心
な
活

動
の
姿
と
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」、「
お
帰
り
な
さ
い
」
の
声

か
け
に
励
ま
さ
れ
頑
張
れ
る
と

話
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
励
ま
さ

れ
る
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
私
た
ち
の

一
番
嬉
し
い
事
は
、「
退
院
が

決
ま
り
ま
し
た
！
」
の
利
用
者

さ
ん
の
笑
顔
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
病
児
と
家
族
の

笑
顔
の
為
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
所
在
地

　

〒
３
２
９

－

０
４
３
４

　

下
野
市
祇
園
２

－

36

－

３

　

自
治
医
大
2
号
館
3
階

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

☎（
58
）７
５
５
１

ゆ
う
が
お
通
り(

南
北
１
．６
㎞)

樹
木
マ
ッ
プ
の
ご
案
内

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
登

録
団
体
「
木
を
知
ろ
う
・
森
を

知
ろ
う
会
」
で
は
、
こ
の
度
、

樹
木
マ
ッ
プ(

改
訂
５
版)

を
発

行
し
ま
し
た
。
１
冊
１
０
０
円

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
樹
木

の
名
前
を
知
り
た
い
と
思
う
方

に
お
役
に
た
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

 

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

　

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
月

に
一
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
。
下
野
市
で
活
躍
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
団
体
の
、

特
技
や
活
動
経
験
談
を
聞
き
ま

せ
ん
か
。

６
月
の
予
定

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る「
煎
茶
の
お
点
前
体
験
」

■
日　

時　

６
月
28
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場　

所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

２
階
ロ
ビ
ー
（
申
し
込
み
不
要
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

問
5　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
薬
師
寺
に
は
、
同
時
に
塔
が
２
基
あ
っ
た
？

Shimotsuke
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計
画
策
定
の
背
景

　

21
世
紀
は
、
平
和
で
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

世
紀
を
目
指
そ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て

「
人
権
の
世
紀
」
と
さ
れ
、
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
し
、
今
日
の
人
権
を
取
り
巻
く
諸
情

勢
を
踏
ま
え
、
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
度
を
も
っ
て
推
進
期
間
が

終
了
し
た
「
下
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

行
動
計
画
」
を
引
き
継
ぎ
、
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
た
「
下
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

行
動
計
画
（
改
訂
版
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

目　

的

　

人
権
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
き
各
人

が
持
っ
て
い
る
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
社
会

に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か

せ
な
い
権
利
で
す
。
本
市
で
は
、
家
庭
、
地

域
社
会
、
学
校
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に

お
け
る
人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
人
権
に
関
す
る
個
別
の
重
要
課
題
の

解
決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
目
標

　
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
合
い
、
共
に
生
き
る
喜
び
を
実
感
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
」
を
基
本
目
標
と
し
、

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

人
権
問
題
の
現
状
と
課
題

１　

同
和
問
題

　

 　

障
が
い
者
に
対
す
る
偏
見
や
誤
解
等
が

あ
り
、
自
立
と
社
会
参
加
等
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
と
障

が
い
の
な
い
人
が
と
も
に
住
み
な
れ
た
地

域
社
会
で
生
活
で
き
る
よ
う
地
域
社
会
の

人
々
が
障
が
い
者
問
題
を
自
分
の
こ
と
と

捉
え
、
偏
見
や
誤
解
を
取
り
除
く
必
要
性

が
あ
り
ま
す
。

６　

外
国
人

　

 　

日
常
生
活
の
中
で
外
国
人
と
地
域
社
会

と
の
か
か
わ
り
が
深
く
な
り
、
外
国
人
と

の
共
生
社
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
中
、
人
種
や
国
籍
の
違
い
か
ら
偏

見
や
差
別
が
生
じ
て
お
り
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

７　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等

　

 　

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
に
対
し
て
は
、
正
し
い
知
識
や
理

解
の
不
足
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
偏
見

や
差
別
意
識
が
あ
り
、
偏
見
や
差
別
を
解

消
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

８　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

　

 　

情
報
化
社
会
が
進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
電
子
メ
ー
ル
は
誰
で
も
匿
名
で
ど
の

よ
う
な
情
報
も
簡
単
に
発
信
で
き
る
反
面
、

他
人
へ
の
ひ
ぼ
う
中
傷
な
ど
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
モ
ラ
ル
を

持
っ
た
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

９　

そ
の
他
の
人
権
問
題

　

 　

性
的
指
向
・
性
同
一
性
障
害
の
人
々
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
、
職
業
に
関
す
る
差

　

 　

人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由

と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国

憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権

に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。
同
和
問

題
に
関
す
る
市
民
の
知
識
面
で
の
理
解
は

か
な
り
進
ん
で
き
た
も
の
の
、
日
常
的
な

人
権
感
覚
が
十
分
身
に
付
い
て
い
な
い
と

い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

女
性

　

 　

慣
習
や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
の
意

識
を
考
え
改
め
る
た
め
、
男
女
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
的
機
運
の
醸
成
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
育
児
・
介

護
負
担
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関

す
る
問
題
も
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

３　

子
ど
も

　

 　

少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
な
ど
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
児

童
虐
待
、
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
不
登

校
や
体
罰
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
主
な
要

因
と
し
て
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
教

育
力
の
不
足
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

４　

高
齢
者

　

 　

寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
等
社
会
的
な

援
助
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
中
、
高
齢
者
に
対
す
る
身
体
的
・

精
神
的
な
虐
待
な
ど
、
高
齢
者
の
人
権
に

関
す
る
問
題
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
悪

徳
商
法
等
の
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

５　

障
が
い
者

別
、
刑
を
終
え
て
社
会
復
帰
し
た
人
や
そ

の
家
族
等
に
対
す
る
偏
見
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
多
様
な
人
権
問
題
が
あ
る
中
、
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
に
対
し
、
放

射
能
の
影
響
を
心
配
し
根
拠
の
な
い
思
い

込
み
や
偏
見
に
よ
る
差
別
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

基
本
計
画
の
推
進

１　

生
涯
学
習
の
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
て
の

人
権
教
育
・
啓
発
の
実
施

⑴ 

就
学
前
・
学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育

⑵
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育

⑶
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
人
権
教
育

⑷ 

企
業
へ
の
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
へ
の
支

援
⑸
特
定
職
業
従
事
者
へ
の
研
修
及
び
啓
発

　

 

※
市
職
員
、
教
育
関
係
者
、
医
療
・
福
祉

関
係
者
、
消
防
職
員
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
等

２　

効
果
的
な
推
進

⑴
学
習
機
会
の
拡
大
・
充
実

　

…
講
演
会
、
映
画
会
等
の
実
施

⑵
情
報
の
提
供 

と
啓
発

　

… 

啓
発
資
料
の
作
成
や
配
布
、
広
報
活
動

の
充
実

⑶
連
携
の
促
進

　

… 

国
、
県
、
企
業
、
団
体
等
と
の
連
携
・

協
力

⑷
相
談
・
支
援
・
救
済
体
制
の
充
実

　

… 

関
係
機
関
等
に
よ
る
相
談
・
支
援
・
救

済
体
制
の
整
備

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

下野市人権教育・啓発推進行動計画

下
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
行
動
計
画（
改
訂
版
）を
策
定
し
ま
し
た

【
正
解
は
×
】
薬
師
寺
の
創
建
の
塔
は
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
お
り
、
東
に
あ
る
塔
は
、

そ
の
後
に
建
て
替
え
た
も
の
で
、
同
時
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ
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南河内図書館
■今年も人形劇団くぐつがやってくる！
6月15日㈯　午後２時～（開場は10分前）
　上演作品：人形芝居「きんたろう」
　場所：南河内公民館 2階会議室
　対象年齢：3歳以上
　定員：80名（先着順）
■読書会　南河内公民館
　6月8日（第２土曜日）午前10時～正午
　藤原　正彦　著「祖国とは国語」を読んで
　ご参加ください
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
　6月8日（第２土曜日）
①午後２時～（幼児向け）
　絵本 「あかちゃんかたつむりのおうち」ほか
②午後３時～（低学年向け）
　紙芝居「雨の日のおまじない」ほか
6月22日（第４土曜日）
①午後２時～（幼児向け）
　絵本 「たなばたセブン」ほか
②午後３時～（低学年向け）
　紙芝居「りゅうになったおむこさん」ほか
■音訳ボランティア養成講座のお知らせ
音訳ボランティアのスキルアップの講座です。
初心者も歓迎しますのでぜひご参加ください。
※朗読、読み語りの講座ではありません
開講日（全5回）
　① 6月12日㈬　② 6月19日㈬　③ 6月26日㈬
　④ 7月  3日㈬　⑤ 7月10日㈬
時間：午前10時～正午
場所：南河内公民館 会議室
募集定員：15名（先着順／市内在住・在勤者）
　定員になり次第締め切ります
講師：田崎 浩子 先生
申し込み・問い合わせ先
　南河内図書館　☎（48）2395

石橋図書館
■読書会　２階研修室
6月12日（第２水曜日）　午前10時～正午
　天童　荒太　著「悼む人」を読んで
　ご参加ください
■おはなし会　１階おはなしコーナー
6月1日（第１土曜日）　午後２時～
　絵本 「わたしとあそんで」ほか
6月15日（第3土曜日）　午後２時～
　絵本 「おおかみと七ひきのこやぎ」ほか
■親子ふれあい映画会　２階視聴覚室
6月 8日（第２土曜日）　午後２時～
6月22日（第４土曜日）　午後２時～

■調べる学習講座
図書館を使った調べる学習の簡単な講座です。
　日時：7月6日㈯午後１時～２時
　対象：小学4年生から6年生
　定員：10名　※6月6日㈭から募集開始
申し込み・問い合わせ先
　石橋図書館　☎（52）1136

◇石橋図書館蔵書点検のお知らせ
　6月25日㈫から30日㈰まで蔵書点検のため休
館となります。返却は開館している南河内・国
分寺図書館か、石橋図書館のブックポストにお
願いします（視聴覚資料はポスト返却不可）。
ご迷惑をおかけして申し訳ございませんが、ご
協力をお願い申しあげます。

国分寺図書館
■おはなし会　１階おはなしコーナー
6月8日（第２土曜日）　午後２時～
　紙芝居「アマガエルまめた」ほか
■読書会　２階視聴覚室
6月22日（第４土曜日）　午前10時～正午
　村上　春樹　著「1Q84　book １」を読んで
　ご参加ください。
■ 6月15日㈯講談社ブックキャラバン「本とあ
そぼう全国訪問おはなし隊」がやってくる！
午前10時～ 10時30分……キャラバンカー見学
午前10時35分～ 11時5分…… おはなし会
※当日、図書館玄関前駐車場にキャラバンカー
がきますので、来館者は南側駐車場をご利用い
ただきますようお願いいたします。

ＱＲコード

利用案内
■6月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30
■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

ＱＲコード

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
アファンの森の物語（南） ････････････ Ｃ．Ｗニコル
贈る、楽しむ切り絵はり絵（南） ･････････森　直美
本当に｢英語を話したい｣キミへ（南） ･････川島永嗣
棺に跨がる（石） ･････････････････････西村賢太
夢幻花 （石） ････････････････････････東野圭吾
世界中で迷子になって （石） ･･･････････角田光代
道を拓く力（国） ･･････････････････････今野泰幸
「余命３カ月」のウソ（国） ･･･････････････近藤　誠
鮨そのほか （国） ････････････････････阿川弘之
＜児童書＞
こぎつねいちねんせい（南） ･････････････斉藤　洋
ひみつの川（南） ･･････････････････ レオ・ディロン
ねこの郵便屋さん（南） ････････････････中村翔子
からすのおかしやさん（石） ･････････････かこさとし
からすのやおやさん（石） ･･････････････かこさとし
だいすきだっこ（石） ･･･････････････ ニック・ブランド
みそのひみつ（国） ･･････････････････大岩ピュン
郵便局のひみつ（国） ･･･････････････おぎのひとし
ちいさなはくさい（国） ･･･････････････くどうなおこ
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

しもつけミニ情報 4月から図書館の開館時間が延長されました。ぜひご利用ください。

Library Inform
ation
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詳しくは37ページ ➡

詳しくは38ページ ➡

詳しくは41ページ ➡

詳しくは46ページ ➡

イ
ベ
ン
ト

男
女
共
同
参
画

パ
ネ
ル
展
開
催

◇『
紅
一
点
じ
ゃ
、足
り
な
い
。』

（
平
成
25
年
度
内
閣
府
キ
ャ
ッ
チ

　

フ
レ
ー
ズ
）

6
月
23
日
〜
29
日
は
、「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

こ
れ
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
が
平
成
11
年
6
月
23
日

に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た

も
の
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
、

各
地
で
様
々
な
広
報
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
国
分
寺
庁
舎
の

ほ
か
4
か
所
で
パ
ネ
ル
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学

校
で
、地
域
で
、家
庭
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」。
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期　

間

6
月
1
日
㈯
〜
30
日
㈰

■
場　

所

国
分
寺
庁
舎
ロ
ビ
ー
・
南
河
内

図
書
館
・
国
分
寺
図
書
館
・
石
橋

図
書
館
・
道
の
駅
し
も
つ
け

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0

か
ん
ぴ
ょ
う
生
産
日
本
一
！

第
3
回
し
も
つ
け

か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り

1■
日　

時

7
月
27
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

■
場　

所

道
の
駅
し
も
つ
け

■
主　

催

し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り

実
行
委
員
会

■
内　

容

干
瓢
む
き
の
体
験
、
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
で
ク
イ
ズ
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
干
瓢
の
こ
と
を
勉
強
し
て
、

干
瓢
製
品
・
農
産
物
加
工
品
・
農

産
物
の
販
売
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）2
1
4
3

見逃せない !  今月特に注目情報 5つ !

5

4

3

2

1

詳しくはすぐ下 ➡

イベント
第５回いしばし
軽トラ市開催

お知らせ
住民票等のコンビニ交付
サービスが
ますます便利に！

募　集
ミュンヘン大学
ホームステイ先を
募集しています

お知らせ
ふれあい館優待券を
発行します！

イベント
しもつけかんぴょうまつり
を開催します！

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

グ
リ
ム
の
館
イ
ベ
ン
ト

「
ザ
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
ブ
ラ
ス
」

聴
い
て
楽
し
い
！

見
て
楽
し
い
！

そ
れ
が
〝
ザ
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
ブ

ラ
ス
〞

ジ
ャ
ズ
の
名
曲
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、

最
新
ヒ
ッ
ト
曲
ま
で
、
オ
ー
ル
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
で
演
奏

し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
を
所
狭
し
と
駆
け
巡

り
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
飛
び
出
し
て
、

客
席
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

■
日　

時

7
月
20
日
㈯

午
後
2
時
開
演

■
入
場
料

前
売
券
：
お
と
な
1
，5
0
0
円
、

こ
ど
も（
3
歳
以
上
中
学
生
以
下
）

1
，0
0
0
円

前
売
券
取
扱
：
グ
リ
ム
の
館
、

下
野
市
内
各
公
民
館
、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
宇

都
宮
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
、
e
+（
イ
ー
プ
ラ
ス
）

残
り
枚
数
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
ら
、
グ
リ
ム
の
館
の
み
で
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）1
1
8
0

〈
公
演
モ
ニ
タ
ー
募
集
〉

「
ザ
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
ブ
ラ
ス
」

を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
公
演
終
了

後
の
懇
談
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
公
演
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対 

象
：
高
校
生
以
上
で
下
野
市
に

在
住
、
在
勤
し
て
い
る
方

募
集
人
数
：
5
人

申 
込
方
法
：
往
復
葉
書
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
公

演
名
を
記
入
の
う
え
、
送
付

締
め
切
り
：
6
月
20
日
㈭
必
着

送
付
先
：
下
野
市
下
古
山
7
4
7

　

公
演
モ
ニ
タ
ー
係

募
集
要
項
は
、
グ
リ
ム
の
館
公

式
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
は
、
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
学
ぶ
学

校
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち

の
学
習
の
様
子
や
校
内
の
施
設
な

ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
特
別
支
援

教
育
や
知
的
に
障
が
い
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

（
学
校
開
放
）
を
行
い
ま
す
。

■
日　

時

7
月
11
日
㈭

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
20
分

（
小
学
部
・
中
学
部
の
授
業
は
午

後
2
時
25
分
ま
で
）

■
場　

所

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
6
―
2
）

■
受
付
場
所

小
学
部
：
小
学
部
昇
降
口

中
・
高
等
部
：
中
高
等
部
昇
降

口■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
☎（
44
）5
1
2
1

第
５
回
い
し
ば
し

軽
ト
ラ
市
開
催

2石
橋
商
工
会
に
よ
る
「
い
し
ば

し
軽
ト
ラ
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
・
テ
ン
ト
に
地
元

の
野
菜
や
手
作
り
和
洋
菓
子
、
パ

ン
、
衣
料
品
、
雑
貨
な
ど
が
並
び

ま
す
。

ま
た
、
小
山
工
業
高
等
専
門
学

校
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
す
。
生
徒
が
実
際
に
操
作
し

ま
す
の
で
、
ど
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
が

見
ら
れ
る
の
か
、
お
楽
し
み
に
！

（
雨
天
時
は
展
示
の
み
と
な
り
ま

す
。）

「
と
ち
ま
る
く
ん
」
も
来
場
し

ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

6
月
16
日
㈰

午
前
9
時
〜
正
午

■
場　

所

石
橋
駅
前
国
道
4
号
線
西
側
〜

下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎
付
近
（
車

両
通
行
止
め
）

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
商
工
会

☎（
53
）0
4
6
3

お
知
ら
せ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

伊
沢
一
郎
様
か
ら
金
1
0
0
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
国
際
交
流
事
業
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長　

宮
沢　

光
一
様
）
か
ら
金

20
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。寄

付
金
は
、
石
橋
小
学
校
体
育

館
整
備
に
伴
う
備
品
購
入
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

くらしの情報
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国
民
健
康
保
険
税
平
等
割

額
軽
減
の
継
続
に
つ
い
て

同
じ
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
し
た
こ
と
で
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
一
人
と
な
っ
た
世
帯

が
特
定
世
帯
で
す
。

特
定
世
帯
は
、
5
年
間
、
医
療

分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
平

等
割
額
が
2
分
の
1
軽
減
に
な
り

ま
す
。
5
年
経
過
後
は
、
3
年
間

「
特
定
継
続
世
帯
」
と
し
て
、
平

等
割
額
が
4
分
の
1
軽
減
に
な
り

ま
す
。

こ
の
軽
減
適
用
に
関
し
て
、
申

請
や
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
☎（
40
）5
5
5
4

市
民
税
・
県
民
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

市
民
税
・
県
民
税
の
納
税
通
知

書
（
普
通
徴
収
）
を
6
月
14
日
に

発
送
し
ま
す
。
第
1
期
の
納
期
限

は
7
月
1
日
で
す
。
な
お
、
平
成

25
年
度
所
得
証
明
等
の
発
行
は
、

6
月
14
日
以
降
に
各
庁
舎
市
民
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇ 
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

◇
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
40
）5
5
5
4

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
が
ま
す
ま
す
便
利
に

な
り
ま
し
た

3こ
れ
ま
で
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で

行
っ
て
お
り
ま
し
た
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
使

用
し
て
の
「
住
民
票
の
写
し
」
や

「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
発
行
サ
ー

ビ
ス
が
、
ロ
ー
ソ
ン
に
設
置
し
て

あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

■
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

午
前
6
時
30
分
〜
午
後
11
時

（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）

■
交
付
手
数
料

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
証
明
書

1
通
2
0
0
円

※ 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
場

合
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
及

び
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）5
5
5
7

住
民
票
等
自
動
交
付
機

停
止
の
お
知
ら
せ

7
月
6
日
㈯
と
7
日
㈰
の
2
日

間
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
、
自

動
交
付
機
が
停
止
し
、証
明
書（
住

民
票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
証
明
）

が
発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

（
住
民
票
・
印
鑑
証
明
）
の
発
行

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
利
用

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）5
5
5
7

石
橋
小
学
校
体
育
館
・

古
山
小
学
校
体
育
館

改
築
工
事
に
つ
い
て

今
年
度
、
石
橋
小
学
校
体
育
館

改
築
工
事
と
古
山
小
学
校
体
育
館

改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
に
際
し
ま
し
て
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

石
橋
小
学
校
は
、
6
月
中
旬
か

ら
現
体
育
館
を
解
体
し
新
築
し
ま

す
。古

山
小
学
校
は
、
6
月
中
旬
か

ら
プ
ー
ル
の
北
側
の
樹
木
や
工
作

物
を
撤
去
し
、
新
築
し
ま
す
。
旧

体
育
館
は
平
成
26
年
1
月
頃
か
ら

解
体
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
箇
所
周
辺
に
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
等
が
埋
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
埋

め
ら
れ
た
方
、
そ
の
よ
う
な
事
実

を
ご
存
じ
の
方
は
、
各
小
学
校
ま

た
は
教
育
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
☎（
52
）1
1
1
7

石
橋
小
学
校
☎（
52
）1
1
3
1

古
山
小
学
校
☎（
52
）1
1
3
2

お
子
さ
ん
が
市
外
の
幼
稚
園
に

入
園
し
て
い
る
保
護
者
の
方
へ

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
の
書
類
は
届
き
ま
し
た
か
？

市
外
の
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い

て
も
下
野
市
に
住
所
の
あ
る
方
は

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
承

諾
書
等
の
書
類
を
幼
稚
園
に
提
出

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
補
助
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
か
ら
平
成
25
年
度
の
書

類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
幼

稚
園
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、

教
育
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

下
野
市
に
住
所
が
あ
り
幼
稚
園

に
入
園
し
て
い
る
満
3
歳
〜
5
歳

児
の
保
護
者
の
方
。

年
度
途
中
か
ら
入
園
し
て
い
る

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
手
続
き

書
類
の
交
付
・
提
出
・
補
助
金

の
支
払
い
等
は
全
て
幼
稚
園
を
通

し
て
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
☎（
52
）1
1
1
7

イ
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ン
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平成20年
4月1日

平等割額の2分の1を
軽減します

特定世帯 特定継続世帯

平成20年4月から特定世帯に該当した場合

平等割額の
4分の1を
軽減します

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

平成25年
4月1日
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

「
緑
の
募
金
」
緑
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
助
成
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
と
ち
ぎ
環
境
・

み
ど
り
推
進
機
構
主
催
「
緑
の
募

金
」
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助

成
事
業
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
対
象
者

地
域
住
民
5
名
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
継
続
性
の
あ
る
も
の

■
事
業
内
容

①
空
地
、
街
路
等
を
利
用
し
て

の
緑
や
花
づ
く
り
②
緑
地
や
並
木

の
育
成
保
護
③
歴
史
的
・
文
化
的

由
来
の
あ
る
森
林
・
樹
木
・
緑
地

ま
た
は
そ
れ
ら
の
施
設
の
背
景
と

な
っ
て
い
る
森
林
等
の
育
成
保
護

■
助
成
額

1
グ
ル
ー
プ
4
万
円
以
内

■
助
成
対
象

苗
木
、
草
花
、
肥
料
、
農
薬
、

用
具
、
標
示
板
等
資
材
な
ど

■
申
請
方
法

① 「
緑
の
募
金
」緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
助
成
事
業
計
画
書
（
様

式

1
）

　

 （
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
農
政

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

②
団
体
規
約

, 

③
団
体
役
員
名
簿
を
農
政
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

6
月
14
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）2
1
4
3

栃
木
県
政
世
論
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

■
対　

象

県
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の

方
か
ら
2
，0
0
0
名
を
無
作
為

抽
出

■
期　

間

6
月
17
日
㈪
ま
で

■
実
施
方
法

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。（
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
広
報
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
1
5
8

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

見
学
会
の
御
案
内

お
子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の
方
、

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
方
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

【
小
学
部
】

8
月
23
日
㈮
、
10
月
8
日
㈫

【
中
学
部
】

9
月
20
日
㈮
、
10
月
9
日
㈬　

【
高
等
部
】

7
月
10
日
㈬
、
31
日
㈬
、　

10
月
29
日
㈫

【
そ
の
他
】

運
動
会（
6
月
1
日
㈯
）と
学
習

発
表
会
「
お
お
ぞ
ら
祭
」（
11
月

9
日
㈯
）
は
自
由
に
見
学
で
き
ま

す
。　

■
開
催
時
間

【
小
学
部
・
中
学
部
】

午
前
9
時
〜
11
時

【
高
等
部
】

午
前
9
時
〜
正
午

■
場　

所

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
6

2
）

■
内　

容

授
業
参
観
、
施
設
見
学
、
授
業

参
加
、
講
話
、
体
験
発
表
、
運
動

会
（
学
習
発
表
会
）
見
学
、
教
育

相
談
等

※ 

必
ず
実
施
日
の
2
週
間
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
学
校

　

☎（
44
）5
1
2
1

（
44
）6
6
9
8

※ 

就
学
前
の
お
子
様
で
来
年
度
就

学
（
年
長
児
）
の
方
は
下
野
市

役
所
学
校
教
育
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
下
野
市
役
所
学
校
教
育
課

☎（
52
）1
1
1
8

栃
木
特
別
支
援
学
校

体
験
学
習
の
御
案
内

肢
体
不
自
由
の
あ
る
お
子
様
の

就
学
や
進
学
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
く
た
め
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
入
学
を
前
提
と
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

【
小
学
部
】

7
月
10
日
㈬
、
10
月
15
日
㈫

【
中
学
部
】

7
月
10
日
㈬
、
10
月
21
日
㈪

【
高
等
部
】

7
月
10
日
㈬
、
9
月
19
日
㈭
、

　

11
月
28
日
㈭

※
11
月
28
日
は
、
中
学
3
年
対
象

■
場　

所

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

（
栃
木
市
皆
川
城
内
町
1
0
5
3
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
学
校

地
域
支
援
部

☎
0
2
8
2（
24
）7
5
7
5

0
2
8
2（
25
）1
7
0
3　

○
下
野
市
役
所
学
校
教
育
課

☎（
52
）1
1
1
8
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農
業
者
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

○ 

現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
を
し

て
く
だ
さ
い 

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
、
毎
年
必
要
に
な
る
手
続

き
で
す
。
農
業
者
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
な
お
、

年
金
受
給
者
ご
本
人
が
署
名
、
記

入
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

は
、
代
理
の
方
が
署
名
、
記
入
を

し
て
く
だ
さ
い
。） 

■
現
況
届
が
届
く
時
期 

現
況
届
は
毎
年
、
5
月
末
頃
に

農
業
者
年
金
基
金
か
ら
直
接
、
受

給
者
ご
本
人
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。 

■
現
況
届
の
提
出
時
期 

現
況
届
は
、
6
月
30
日
ま
で
に

左
記
ま
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

・
農
業
委
員
会
事
務
局 

（
南
河
内
図
書
館
2
階
）

・ 

市
民
課
窓
口

　
（
国
分
寺
庁
舎
・
石
橋
庁
舎
） 

■
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
た
場
合 

現
況
届
の
提
出
が
な
い
時
は
、

11
月
か
ら
年
金
の
支
払
い
が
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
。
支
払
い
の
差
し

止
め
は
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

手
元
に
現
況
届
が
あ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
地
を
動
か
す
そ
の
前
に

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
、
後
継

者
な
ど
に
貸
付
し
て
い
る
農
地
を

別
の
方
に
貸
し
た
り
、
転
用
を
さ

れ
た
場
合
、
年
金
の
一
部
が
支
給

停
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売

買
、
転
用
な
ど
の
予
定
が
あ
る
場

合
は
、
お
気
軽
に
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
48
）2
1
1
6

〜「
復
興
の　

未
来
と
生
命（
い
の
ち
）　

照
ら
す
水
」〜

大
切
な
水
を
、
節
水
し
て
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

水
道
が
利
用
で
き
る
地
域
の
方
に
、
井
戸
水
か
ら
水
道
水
へ
の
切
り
替
え
を
お
す
す
め
し
ま
す

下
野
市
の
水
道
水
は
地
下
水

を
水
源
と
し
、
深
さ
60
ｍ
か
ら

2
0
0
ｍ
の
深
井
戸
33
本
か
ら
く

み
上
げ
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ま
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
24

時
間
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に
、

水
道
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
項
目

の
水
質
検
査
を
行
い
、
水
質
の
管

理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
水
中
の
放
射
性
物

質
に
つ
い
て
は
、
国
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
方
針
に
基
づ
き
、
定
期
的
に

測
定
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
測
定
検
査
で
は
、
す

べ
て
新
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、

安
全
に
飲
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
新
基
準
値
は
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
10 

Bq
/
kg
で
す
。）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に 

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

下
野
市
で
は
、
お
お
む
ね
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
線
の
東
側
は
奇
数
月
に
、

西
側
は
偶
数
月
に
、
2
か
月
に
1

回
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ

て
い
ま
す
。

検
針
員
が
正
確
に
、
ま
た
効
率

的
に
検
針
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に

犬
を
つ
な
い
だ
り
、
放
し
飼
い

を
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

（
植
木
鉢
、
資
材
、
車
な
ど
）。

・ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

閉
栓
・
開
栓
等
は
事
前
の 

 

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

引
っ
越
し
等
に
よ
る
閉
栓
・
開

栓
の
お
申
し
込
み
は
、
4
〜
5
日

前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
使
用
者
や
所
有
者
の
名

義
が
変
更
（
死
亡
や
転
居
な
ど
）

に
な
っ
た
場
合
は
、
至
急
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
☎（
48
）2
1
2
1

■メーター口径別水道加入金と手数料一覧（件／税込み）

口　径 加入金額 設計審査
手数料

竣工検査
手数料

13 mm 52,500円
1,000円

給水分岐
無　2,000円
有　4,000円

20 mm 136,500円
25 mm 241,500円

※ 給水工事の申し込みについては、市指定給水工事
事業者へご相談ください。
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ふ
れ
あ
い
館
は
、「
温
水
プ
ー
ル
優
待
券
」

を
発
行
し
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
商
店
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
ふ
れ
あ
い
館
温
水
プ
ー
ル
優
待
券
を

お
配
り
し
、
多
く
の
方
に
「
ふ
れ
あ
い
館
温

水
プ
ー
ル
」
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

■
割
引
額

当
日
券
購
入
に
つ
き
、

大
人
・
シ
ル
バ
ー
：
1
0
0
円

小
・
中
学
生
：
50
円

■
優
待
券
有
効
期
間

6
月
1
日
〜
9
月
30
日

※ 

優
待
券
の
配
付
は
6
月
1
日
か
ら
行
い
ま

す
が
、
各
協
力
店
舗
で
優
待
券
が
無
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）1
1
2
6　

hureai@
city.shim

otsuke.lg.jp

は
か
り
の
定
期
検
査

実
施
に
つ
い
て

商
店
や
会
社
・
宅
配
便
等
の
取

引
用
（
営
業
用
）
及
び
病
院
・
学

校
・
保
育
所
等
の
証
明
用
に
使
用

し
て
い
る
は
か
り
は
、
計
量
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
定
期
検
査
（
2

年
に
1
度
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

下
野
市
に
お
け
る
検
査
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。
最
寄
り
の

会
場
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
査
を
受
け
な
い
は
か
り

は
、
取
引
・
証
明
に
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
定
期
検
査
実
施
日

・
6
月
6
日
㈭
、
7
日
㈮

　

場
所
：
下
野
市
テ
ー
マ
館

　
（
花
の
木
3

8

21
）

・
6
月
10
日
㈪

　

場
所
：
国
分
寺
庁
舎
東
車
庫

・
6
月
11
日
㈫

場
所
：
南
河
内
庁
舎

　
　
　

南
側
駐
車
場
所

■
受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
商
工
観
光
課

☎（
48
）2
1
1
2

栃
木
県
計
量
検
定
所

☎
0
2
8（
6
6
7
）9
4
2
5

平
成
25
年
度

調
理
師
試
験

調
理
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

な
お
、
受
験
に
は
2
年
以
上
の

調
理
業
務
な
ど
実
務
経
験
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
県
南
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
時

8
月
7
日
㈬

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

■
試
験
会
場

宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

（
宇
都
宮
市
睦
町
1

3
5
）

■
願
書
受
付
期
間

6
月
19
日
㈬
〜
21
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
小
山
市
犬
塚
3

1

1
）

☎（
22
）4
2
3
5

http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/e07/shokuseikatsu/

　

eisei/chourishi/shiken.htm
l

ふ
れ
あ
い
館
優
待
券
を

発
行
し
ま
す
！

4
■優待券配付協力店舗一覧

店　　　名 住　　所 電話番号
萬屋 石橋570 53-0215 菓子・パン
はまの呉服店 石橋226 53-0211 衣料品
おかずのイケダ 小金井3-2-12 44-0307 お惣菜
大越カメラ 駅東2-8-6 44-7601 写真プリント・証明写真
菓子処　金子 小金井6-7-3 44-0218 和菓子
㈲川田油店 小金井1-6-7 44-0007 ガソリン
㈲甲賀屋酒店 小金井5-26-14 44-0016 お酒
小熊生花店 小金井5-11-10 44-0376 生花・アレンジフラワー
㈱サニーハウス・アダチ 小金井3009-61 44-3252 家電製品
塩沢酒店 小金井2981-1 44-0068 お酒
しのざきショッピング 小金井2934 44-0121 食料品
理容　柴浦 小金井43-29 44-0343 理容
㈲家具の島村 小金井42 44-0209 家具
シャディーサラダ館　小金井店 駅東4-6-26 44-3778 ギフト品
上西酒店 小金井1-27-23 44-0030 お酒
鈴木薬局 小金井4-4-2 44-0252 くすり・クリーニング
手塚商事㈱ 小金井2631-3 44-0142 ガソリン
肉の富田 駅東1-4-11 44-0560 お惣菜
とん究 医大前3-8-6 44-9829 お食事
㈲中澤精肉店 小金井5-26-1 44-0224 お惣菜
理容　二宮 国分寺505-3 44-2466 理容
フジドライ　小金井店 小金井3009-16 44-0617 クリーニング
洋菓子の不二家 小金井駅前 44-8181 菓子
松屋 小金井駅前 44-8181 和菓子
丸美屋 駅東2-8-24 44-3396 そば・お食事
㈲武藤商店 国分寺1323-2 44-1170 ガソリン
㈲ヤマサン 小金井3009-61 44-0169 くつ・カバン
力道寿司 小金井5-10-1 44-0319 寿司・お食事
ワタナベ電器 駅東4-6-26 44-3615 家電製品
ファミリーショップ　いざわ 薬師寺1478 48-0016 衣料品
魚春 下坪山1591 48-1080 寿司・お食事
㈲大嶋栄一商店 薬師寺1831 48-0022 ガソリン
㈲大島商店 下坪山1492 48-0460 ガソリン
さちこ美容室 三王山689-43 48-1075 美容
㈲大門商店 薬師寺1483 48-0012 ガソリン
金島酒店 下坪山1352-2 48-1079 お酒
古谷精肉店 田中683-54 48-1129 お惣菜
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「
ぼ
う
は
ん
カ
レ
ッ
ジ

2
0
1
3
」
の
開
催
に
つ
い
て

栃
木
県
が
主
催
と
な
り
、
幅
広

い
地
域
や
世
代
の
皆
様
に
、
様
々

な
防
犯
知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら

え
る
よ
う
自
由
選
択
制
の
防
犯
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

全
7
講
座
の
う
ち
6
講
座
以
上

の
講
座
を
受
講
し
た
方
は
「
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

養
成
教
室
修
了
者
」
と
し
、
知
事

名
の
終
了
証
書
及
び
修
了
章
（
バ

ッ
ジ
）
を
交
付
し
ま
す
。
安
全
で

安
心
な
く
ら
し
に
役
立
つ
全
7
講

座
、
1
講
座
か
ら
で
も
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

6
月
22
日
㈯
、
29
日
㈯
の

2
日
間

■
開
催
場
所

南
河
内
公
民
館

■
定　

員

各
講
座
と
も
80
名

（
原
則
と
し
て
先
着
順
）

■
申
し
込
み
方
法

⑴ 

栃
木
県
く
ら
し
安
全
安
心
課
に
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
の
際
、「
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
受
講
講
座
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
1
5
4

0
2
8（
6
2
3
）2
1
8
2

kurashi@
pref.tochigi.

lg.jp

⑵ 

開
催
日
前
日
（
土
・
日
を
除
く
）

ま
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
先
着

順
で
す
の
で
お
早
目
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
40
）5
5
5
5

栃
木
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
1
5
4

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験
及
び

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）4
7
6
3

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

1
1
0
番
」
強
化
週
間

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。

「
い
じ
め
」、
嫌
が
ら
せ
、
強
制
・

強
要
、
暴
行
・
虐
待
等
様
々
な
子

ど
も
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
悩
み
を
持
っ
た
児

童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者
の
方
々
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

6
月
24
日
㈪
〜
30
日
㈰

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5

時
）

■
実
施
機
関

宇
都
宮
地
方
法
務
局　

栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
相
談
先

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

全
国
共
通
番
号

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
1
2
0
-0
0
7
-1
1
0

募 集 種 目 資　　格 受 付 期 間 試 験 期 日

防衛大学校
学　　　生

推　　薦

高卒（見込含）
21歳未満の者

9月5日～9日
9月28・29日

総合選抜 1次：9月28日

一
般
前期 9月5日～30日 1次：11月9・10日

後期 平成26年1月22日～31日 1次：平成26年3月1日

防衛医科大学校
医 学 科 学 生 9月5日～30日 1次：11月2・3日

防衛医科大学校
看護学科学生（自衛官） 9月5日～30日 1次：10月19日

航　空　学　生 8月1日～9月6日 1次：9月21日

一般曹候補生

18歳以上
27歳未満の者

8月1日～9月6日 1次：9月16・17日

自 衛 官
候 補 生

男　子 年間を通じ
おこなっております。

受付時に通知
（H26年3月高校卒業予定
者は9月16日以降実施）

女　子 8月1日～9月6日 9月22～26日
（いずれか1日）
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農
業
機
械
の
盗
難
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

昨
年
か
ら
下
野
市
内
で
農
業
機

械
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
盗
難
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

昼
夜
を
問
わ
ず
、
目
を
離
し
た

ほ
ん
の
わ
ず
か
の
間
に
盗
ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
切
な
農
業
機
械
を
盗
難
さ
れ

な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

盗
難
に
あ
っ
た
時
の
た
め
に
、

農
機
具
の
型
式
区
分
、
車
体
番
号

等
を
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
も
し
も
の
た
め
に
農
機

具
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

案
内
し
ま
す
。

①
圃
場
に
放
置
し
な
い
で
、
作

業
を
終
え
た
ら
必
ず
格
納
し
ま
し

ょ
う
。

②
格
納
庫
に
保
管
す
る
場
合
で

も
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
別

の
場
所
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

③
格
納
庫
に
も
施
錠
し
た
り
、

格
納
庫
の
前
に
障
害
物
を
置
い
て

簡
単
に
盗
ま
せ
な
い
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

④
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
シ
ェ
フ

ト
ロ
ッ
ク
な
ど
の
盗
難
防
止
器
具

を
利
用
し
て
2
重
3
重
の
防
止
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
河
宇
農
業
共
済
組
合

　
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
河
宇
）

　
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
管
内

☎
0
2
8（
6
6
0
）7
3
0
0
㈹

0
2
8（
6
6
0
）7
6
6
7

http://w
w
w
.kaw

au.
nosai-tochigi.or.jp/

○
栃
木
県
南
農
業
共
済
組
合

　
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
県
南
）

　
Ｊ
Ａ
お
や
ま
管
内

☎（
23
）7
7
7
1
㈹

（
23
）3
3
9
2

http://w
w
w
.kennan.

nosai-tochigi.or.jp/

県
南
産
業
技
術
専
門
校

「
技
能
講
習
会
」の
開
催

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
で
は
、
次
の
と
お
り
技
能
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

各
講
座
開
催
日
の
1
週
間
前

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
☎
0
2
8
4（
91
）0
8
0
3

普
通
救
命（
定
期
）講
習
会

■
日　

時

6
月
15
日
㈯

午
前
9
時
〜
正
午

■
場　

所

石
橋
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
3
階
大
会
議
室

■
内　

容

①
心
配
蘇
生
法
実
技

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

③
止
血
法
等

■
定　

員

30
名
（
参
加
無
料
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
救
急
救
助
係

　

☎（
53
）6
1
6
7

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
お
知
ら
せ

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
程
や
訪
問
地
域
な
ど
の
詳
細

は
、
日
本
遺
族
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
費　

用

参
加
費
と
し
て
9
万
円
。

※ 

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手

数
料
等
は
含
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、

参
加
費
は
燃
料
費
の
高
騰
等
の

事
情
に
よ
り
値
上
げ
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
0 

3（
3
2
6
1
）5
5
2
1

講 　 座 　 名 定 員 実 施 期 間 受 講 料

表計算データ処理（Excel2007応用） 18名 ６月11日㈫～12日㈬
午前９時～午後４時

3，430円
（栃木県収入
証紙にてお
支払いくだ
さい。）　　

技能検定準備講習（旋盤２級） ４名
６月25日㈫～27日㈭
午前９時～午後４時

技能検定準備講習（旋盤１級） ４名
技能検定準備講習（フライス盤１級） ４名
技能検定準備講習（フライス２級） ４名
表計算データ処理
（Excel2007関数編） 15名 ７月２日㈫～３日㈬

午前９時～午後４時
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福
祉
職
体
験
学
習
の

ご
案
内

■
実
施
期
間

平
成
26
年
3
月
10
日
㈪
ま
で

■
受
付
期
間

平
成
26
年
2
月
28
日
㈮
ま
で

■
対
象
者

福
祉
の
仕
事
に
興
味
・
関
心
が

あ
る
方
（
高
校
生
以
上
）

■
体
験
内
容

・ 

利
用
者
と
の
交
流
（
話
し
相
手
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

・ 

利
用
者
の
介
護
、
介
助
（
食
事
、

入
浴
、
着
替
え
、
移
動
等
の
介

助
な
ど
）

・ 

業
務
補
助
（
配
膳
、
清
掃
、
洗

濯
、
作
業
手
伝
い
な
ど
）

■
参
加
費

無
料

※
交
通
費
、
昼
食
代
は
自
己
負
担
。

※ 

施
設
に
よ
り
健
康
診
断
費
用
の

自
己
負
担
有
り
。

■
申
し
込
み
方
法

所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※ 

所
定
用
紙
は
、
各
市
町
社
会
福

祉
協
議
会
窓
口
に
て
配
付
し
て

い
る
ほ
か
、
栃
木
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
体
験
参
加
回
数

施
設
の
分
野
（
高
齢
者
分
野
、

障
が
い
者
分
野
、
児
童
分
野
）
毎

に
1
回
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

・ 

実
施
施
設
や
申
し
込
み
後
の
流

れ
な
ど
の
詳
細
は
、
栃
木
県
社

会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研

修
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・ 

万
一
の
事
故
に
備
え
、
体
験
者

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
セ
ン
タ
ー
が
加
入
手
続
き
を

行
い
、
費
用
を
負
担
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
0

8
5
0
8

宇
都
宮
市
若
草
1

10

6

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8（
6
4
3
）5
6
2
2

0
2
8（
6
2
3
）4
9
6
3

http://w
w
w
.

tochigikenshakyo.jp

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告
・
納
付
時
期
で
す

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
の
手
続
き
は
、
6
月
3
日
か

ら
7
月
10
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
料
の
算
定
方
法
は
、

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
25

年
3
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
賃

金
総
額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得

た
額
と
な
り
ま
す
。

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
・
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い

て
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
最
寄

の
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
や
郵
便

局
等
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
の
際
は
、
申
告
書
と
納

付
書
を
切
り
離
さ
な
い
で
、
保
険

料
を
添
え
て
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
労
働
保
険
料
申
告
等

の
事
務
を
社
会
保
険
労
務
士
や
労

働
保
険
事
務
組
合
に
委
託
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。）

な
お
、
申
告
書
作
成
の
結
果
、

納
付
す
べ
き
保
険
料
が
発
生
し
な

い
場
合
や
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
金
融
機
関
で
申

告
書
の
お
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
栃
木
労
働
局
ま
た
は
労

働
基
準
監
督
署
へ
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
子
申
請
に
よ
る
労
働

保
険
の
年
度
更
新
の
申
告
も
e

Ｇ
Ｏ
Ｖ（
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
）

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
1
3

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
の

ご
案
内

■
試
験
日
時

10
月
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

※ 

試
験
時
間
は
、
解
答
免
除
等
の

状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
試
験
会
場

・
第
1
会
場

宇
都
宮
大
学（
峰
キ
ャ
ン
パ
ス
）

宇
都
宮
市
峰
町
3
5
0

・
第
2
会
場

と
ち
ぎ
健
康
の
森

　
宇
都
宮
市
駒
生
町
3
3
3
7

1

■
試
験
案
内
書（
申
込
書
）の
配
付

・
配
付
期
間

６
月
10
日
㈪
か
ら

・
配
付
場
所

各
市
役
所
・
町
役
場
（
介
護
保

険
担
当
窓
口
）、
栃
木
県
庁
（
保

健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
）、
各
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
と
ち
ぎ
福
祉

プ
ラ
ザ
、
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学

校
各
校

【
土
・
日
の
配
付
場
所
】

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

総
合
受
付

※ 

受
験
希
望
者
は
、
お
近
く
の
配

付
場
所
に
て
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

■
受
験
申
し
込
み
の
受
付

・
受
付
期
間

６
月
24
日
㈪
〜
７
月
10
日
㈬

・
受
付
方
法

試
験
案
内
書
に
同
封
の
封
筒
で

簡
易
書
留
に
て
送
付
（
７
月
10
日

当
日
消
印
有
効
）

※ 

受
付
期
間
以
外
の
受
付
は
一
切

行
い
ま
せ
ん
。

■
受
験
料

７
，７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
知
事
指
定
試
験
実
施
機
関

〒
3
2
0

8
5
0
3

栃
木
県
宇
都
宮
市
駒
生
町

3
3
3
7

1

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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と
ち
ぎ
健
康
の
森
2
階

社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福

祉
協
会　

事
業
部
事
業
企
画
課

☎
0
2
8（
6
5
0
）5
5
8
7

0
2
8（
6
2
7
）2
5
2
2

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」
毎
回
好
評
！

■
「
う
た
ご
え
グ
リ
ム
」
の
会

日　

時
：
6
月
13
日
㈭

午
後
2
時
〜
4
時

場　

所
：
グ
リ
ム
の
館

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費
：
5
0
0
円
（
歌
集
貸

　

出
・
申
し
込
み
不
要
）

講　

師
：

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者　
　

三
好　

創　

先
生

※
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催
！

■
歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

開
催
日
：
毎
月
第
1
金
曜
日

※ 

6
月
7
日
は
2
周
年
記
念
に
よ

り
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

場　

所
：
南
河
内
公
民
館

参
加
費
：
5
0
0
円
（
歌
集
貸

出
・
し
込
み
不
要
）

講　

師
：

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者

三
好　

創　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

佐
藤　

☎（
48
）1
6
6
3

募　

集

下
野
市
地
産
地
消
応
援

団
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
下
野
市
地
産
地
消
応
援
団
」

と
は
、
下
野
市
で
生
産
さ
れ
た
農

畜
産
物
や
加
工
品
を
積
極
的
に
販

売
・
提
供
し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

現
在
47
事
業
所
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
応
援

団
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
ひ
と
が
応
援
団
に
な
れ

る
の
？

下
野
市
産
農
畜
産
物
を
販
売
・

提
供
す
る
店
舗
や
給
食
を
提
供
し

た
り
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業

所
や
個
人
の
方
で
す
。

① 

店
舗
等　

食
料
品
店
、
飲
食
店
、

宿
泊
施
設
、
食
品
加
工
業
な
ど

② 

地
産
地
消
関
連
団
体　

農
産
物

直
売
所
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
、

干
瓢
商
店
な
ど

③ 

一
般
事
業
所　

企
業
、
学
校
、

公
共
施
設
、
観
光
施
設
な
ど

④ 

医
療
・
福
祉
施
設
等　

病
院
、

社
会
福
祉
施
設
、
児
童
福
祉
施

設
な
ど

⑤ 

そ
の
他　

工
芸
品
（
ワ
ラ
細
工
、

ふ
く
べ
細
工
な
ど
）
の
製
作
な

ど
■
経　

費

無
料
で
す

■
平
成
25
年
度
第
1
期
募
集
締
め

切
り7

月
1
日
㈪

（
年
3
回
、
募
集
を
行
い
ま
す
）

■
認
定
期
間

辞
退
の
申
し
出
を
す
る
ま
で
継

続
し
ま
す
。

■
申
込
用
紙

農
政
課（
南
河
内
図
書
館
2
階
）

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｑ
： 
応
援
団
に
な
っ
て
、
ど
ん

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

Ａ
： 
認
定
証
と
Ｐ
Ｒ
資
材
を
お

渡
し
し
ま
す
。

皆
様
の
取
組
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
や
報
道
機
関

で
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

事
務
局
（
農
政
課
）

☎（
48
）2
1
4
3

下
野
市
老
人
保
健
福
祉

施
設
等
の
設
置
運
営
者

を【
再
】募
集
し
ま
す

（
整
備
地
域
を
下
野
市
全

域
に
拡
大
し
ま
す
）

下
野
市
で
は
、
下
野
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
定
員
29
人
）
の
設
置
及
び
運
営

を
行
う
事
業
者
を
再
度
、
募
集
し

ま
す
。

■
運
営
開
始
時
期

平
成
26
年
4
月
1
日
（
予
定
）

■
応
募
資
格

介
護
保
険
法
第
70
条
の
2
第
4

項
の
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
、

県
内
に
事
務
所
を
有
す
る
社
会
福

祉
法
人
ま
た
は
県
内
に
住
所
を
有

す
る
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
可
能

な
者
と
す
る
。

■
募
集
要
項
の
配
付

6
月
3
日
㈪
か
ら
土
曜
・
日
曜

日
を
除
き
、
高
齢
福
祉
課
（
き
ら

ら
館
内
）
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

■
申
請
書
の
受
付

・
受
付
期
間

7
月
1
日
㈪
〜
10
日
㈬

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

・
提
出
場
所

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

■
提
出
方
法

責
任
者
が
直
接
、
高
齢
福
祉
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送

等
不
可
）

■
要
件
緩
和

整
備
地
域
を
下
野
市
全
域
に
拡

大
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
5

イ
ベ
ン
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ら
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あ
つ
ま
れ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
募
集

5下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

「
第
20
回
グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本

語
講
習
会
」
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、8
月
19
日
㈪
か
ら
約
2 

週
間
、

ド
イ
ツ
大
学
生
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
か
ら
6
名
の
学
生
が
下

野
市
を
訪
れ
、
日
本
語
や
日
本
文

化
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
大
学
生

と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
英
語
で

も
大
丈
夫
で
す
（
中
に
は
日
本
語

を
多
少
話
せ
る
学
生
も
い
ま
す
）。

基
本
的
に
1
家
庭
に
つ
き
1
人

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
異

文
化
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ド
イ
ツ
大
学
生

を
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
条
件
等

原
則
と
し
て
市
内
に
お
住
ま
い

で
、
平
日
の
朝
夕
の
送
迎
が
で
き

る
ご
家
庭
に
限
り
ま
す
（
講
習
や

体
験
の
た
め
市
役
所
に
集
合
し
て

い
た
だ
く
た
め
）。

受
け
入
れ
学
生
の
性
別
な
ど
、

希
望
ど
お
り
の
配
置
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

学
生
は
、
平
日
の
昼
間
は
各
種

体
験
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
す
。
土
日
は
各
家
庭
で
の
対
応

と
な
り
ま
す
。

※ 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
特
別
な

も
て
な
し
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
の
日
常
生
活
を

体
験
す
る
こ
と
が
大
学
生
た
ち

の
真
の
目
的
で
す
。

■
応
募
期
間

6
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

■
決
定
方
法

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
先
着

順
と
し
、
過
去
に
受
け
入
れ
を
し

て
い
な
い
家
庭
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市

役
所
生
活
安
全
課
内
）
☎
（
40
）

5
5
5
5
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

統
計
調
査
員
の

登
録
者
募
集

国
で
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
各

種
統
計
調
査
を
行
う
た
め
、
地
域

の
該
当
さ
れ
る
方
等
を
訪
問
す
る

統
計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
資
格

・ 

20
歳
以
上
の
方
で
、
税
務
・
警

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
を
し
て
い
る
団

体
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
記
事
掲
載
に
あ
た
っ
て

掲
載
基
準
、
掲
載
で
き
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
記

事
掲
載
依
頼
時
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
市
内
在
住
者

ま
た
は
在
勤
者
に
よ
る
団
体
、

6
か
月
以
上
継
続
し
て
活
動
し

て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

営
利
目
的
、
宗
教
・
政
治
的
活

動
、
個
人
の
宣
伝
・
活
動
な
ど

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。）

ま
た
記
事
の
内
容
、
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
に
よ
り
必
ず
掲
載
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
記
事
の
内
容

日
時
・
場
所
・
目
的
・
内
容
・

費
用
・
報
酬
・
募
集
人
員
数
・

問
い
合
わ
せ
先
ほ
か
必
要
事
項

を
記
載
し
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0

（
40
）5
5
7
2

sougouseisaku@
city.

shim
otsuke.lg.jp

実行委員会お世話役スタッフ
を募集します。
■内容　実行委員会補佐
　実行委員会出席、まつり当日
の本部実行委員他可能なこと
■報　酬　若干額
■募集人員　20名まで
祇園・緑地区在住の方。20歳

代～60歳代くらいまで。要運転
免許。
地域の人と交流でき、地域の

仲間が増えます。

■日程※土・日の作業が主です。
6月23日㈰午前10時～
　説明会
7月13日㈯午前10時～
　実行委員会事前打ち合わせ
7月20日㈯終日
　おまつり当日　本部テント
　（祇園原公園）
7月21日㈰午前8時～
　後かたづけ　午前中
■申し込み・問い合わせ先
☎090‒8179‒4619
mikim@ga2.so-net.ne.jp

水上美紀

エコライフまつり
お世話役有志募集
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ベ
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ト
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知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

子どもの心がよみがえる　おまつりの一日
輝くあなたに　きっと出会える！
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察
・
選
挙
業
務
に
従
事
し
て
い

な
い
方
で
、
平
日
に
開
催
す
る

説
明
会
等
に
参
加
で
き
る
方

・ 

調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
の

秘
密
を
保
持
で
き
る
方

■
手　

当

調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
概
ね
3
〜
5
万
円
程
度
の
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
総
合
政
策
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
）
に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
さ
れ
た
調
査
員
の
方
か
ら

優
先
に
調
査
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0

（
40
）5
5
7
2

sougouseisaku@
city.

shim
otsuke.lg.jp

臨
時
保
育
士
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

時
給
1
，0
5
0
円（
通
勤
割
増

賃
金
・
時
間
外
勤
務
手
当
有
）

社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
7
時
〜
午
後
7
時
の
う
ち

　

7
時
間
45
分（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

児
童
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
4

（
52
）1
1
3
7

jidoufukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp

栃
木
県
育
英
会　

奨
学
生
・

寄
付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す

○
奨
学
生
の
募
集

栃
木
県
育
英
会
で
は
、
平
成
25

年
4
月
に
高
等
学
校
（
中
等
教
育

学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
を
含
む
。）
ま
た

は
修
業
年
限
2
年
以
上
の
専
修
学

校
高
等
課
程
に
在
学
し
て
い
る
方

を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
期
間　

6
月
20
日
㈭
ま
で

■
貸
与
月
額

国
公
立　

1 

8
，0
0
0
円

私
立　
　

3 

0
，0
0
0
円

■
願
書
等
配
布
先

県
内
高
等
学
校
、
市
町
教
育
委

員
会
、
県
教
育
事
務
所
、
県
民
プ

ラ
ザ
、
県
民
相
談
室
等

○
寄
付
金
の
募
集

奨
学
金
の
貸
付
原
資
と
な
る
善

意
の
寄
付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

寄
付
金
の
振
込
書
等
は
市
町
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

栃
木
県
育
英
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
育
英
会

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
4
5
9

http://w
w
w
16.ocn.

ne.jp/̃tochiiku/

相　

談

司
法
書
士
無
料
法
律

相
談
会
の
開
催

■
相
談
内
容

・ 

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）

・ 

商
業
・
法
人
登
記
関
係
（
会
社
・

法
人
設
立
、
会
社
・
法
人
変
更
、

定
款
変
更
な
ど
）

・ 

多
重
債
務
関
係
（
債
務
整
理
、

過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事
再

生
、
自
己
破
産
）

・ 

裁
判
手
続
き
関
係
（
1
4
0
万

円
を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所
の

民
事
裁
判
手
続
き
）

・
成
年
後
見
関
係

■
相
談
日

6
月
26
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会　

場

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
2

（
下
野
市
小
金
井
7
8
9
番
地
）

■
相
談
時
間

1
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

監
事　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

○
下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10
-13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島
陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

☎（
44
）4
9
1
7

行
政
書
士
無
料

専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日　

時　

6
月
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場　

所

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
2

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

定
員
4
名
（
1
相
談
者
あ
た
り

概
ね
30
分
間
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部高

山　

久

☎（
53
）1
6
7
2
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ベ
ン
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イ
ベ
ン
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くらしの情報

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
、
事
前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
や

契
約
内
容
と
違
っ
て
い
た
り
、
職

員
の
言
動
に
傷
つ
け
ら
れ
た
等
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
疑
問
や
不
満

を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や

相
談
を
お
受
け
し
、
事
業
所
へ
の

調
査
や
話
し
合
い
に
よ
る
あ
っ
せ

ん
を
行
う
な
ど
、
苦
情
の
解
決
を

は
か
り
ま
す
。

相
談
は
電
話
や
来
所
の
ほ
か
、

文
書
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
相
談
の
秘
密
は
、
固

く
守
ら
れ
ま
す
。）

■
相
談
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
は
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

■
費
用　

無
料

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
宇
都
宮
市
若
草
1

10

6

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内
）

☎
0
2
8（
6
2
2
）2
9
4
1

0
2
8（
6
2
2
）2
3
1
6

asu.sw
@
dream

.ocn.ne.jp

経
営
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

栃
木
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、

中
小
企
業
の
皆
様
の
事
業
の
安
定

的
な
継
続
や
経
営
の
向
上
を
目
的

に
専
門
家
等
に
よ
る
経
営
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

資
金
繰
り
の
ご
相
談
等
、
経
営

全
般
に
関
す
る
ご
相
談
に
親
身
に

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

詳
し
く
は
栃
木
県
信
用
保
証
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http://
w
w
w
.cgc-tochigi.or.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
専
門
家
に
よ
る
経
営
相
談
会

・ 

相
談
員　

専
門
家
（
中
小
企
業

診
断
士
）

・ 

開
催
日　

5
月
、
8
月
、
11
月
、

2
月
の
第
3
木
曜
日

・ 

相
談
内
容　

経
営
全
般
に
関
す

る
ご
相
談

■
経
営
支
援
担
当
に
よ
る
経
営
相

談
会

・ 

相
談
員　

中
小
企
業
診
断
士
の

資
格
を
有
す
る
職
員
等

・ 

開
催
日　

毎
月
2
回
（
第
1
・

3
木
曜
日
）

・ 

相
談
内
容　

資
金
繰
り
の
ご
相

談
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
市
中
央
3

1

4

栃
木
県
信
用
保
証
協
会

　

総
務
部
企
画
課

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
1
2
1

※ 

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催

■
相
談
内
容

交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
（
消

費
者
金
融
、
そ
の
他
）、
土
地
・

建
物
の
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
扶

養
、
そ
の
他
民
事
・
家
事
に
関
す

る
一
切
の
相
談

■
日　

時　

6
月
14
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
場　

所

宇
都
宮
市
役
所
14
階
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

・
民
事
調
停
に
関
す
る
こ
と

宇
都
宮
簡
易
裁
判
所

☎
0
2
8（
3
3
3
）0
0
3
0

・
家
事
調
停
に
関
す
る
こ
と

宇
都
宮
家
庭
裁
判
所

☎
0
2
8（
3
3
3
）0
0
4
2

借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務

所
で
は
、
借
金
問
題
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
相
談
受
付
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

■
費　

用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務

所
（
多
重
債
務
相
談
専
用
電
話
）

☎
0
2
8（
6
3
3
）6
2
9
4

 

就　

職

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
支
援
・
就
業
支
援

県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会

で
は
、
栃
木
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
パ
ル
テ
ィ
（
宇
都
宮
市
野

沢
町
4
番
地
1
）
に
て
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の

方
を
対
象
に
次
の
研
修
会
・
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
同
連
合
会
へ

直
接
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
医
療
事
務（
医
科
コ
ー
ス
）研
修

■
研
修
日

8
月
10
日
㈯
〜
12
月
21
日
㈯

■
募
集
人
員　

30
名（
面
接
選
考
）

■
費　

用

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

の
う
ち
1
万
円
と
過
去
試
験
問
題

集
（
希
望
者
）
2
千
円
、
受
験
料

約
6
千
円
は
自
己
負
担
）

■
応
募
期
限　

6
月
22
日
㈯

○
パ
ソ
コ
ン
講
習

■
講
習
内
容

ワ
ー
ド
入
門
講
座
・
エ
ク
セ
ル

入
門
講
座
（
1
時
間
30
分
を
基
本

単
位
と
し
1
講
座
5
回
）

■
研
修
日

毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
開
催
期
間

平
成
26
年
3
月
末
ま
で

■
費　

用　

受
講
料
は
無
料

■
受　

付　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会
（
宇
都
宮
市

野
沢
町
4

1　

パ
ル
テ
ィ
内
）

☎
0
2
8（
6
6
5
）7
8
0
1
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参男
画女
社共
会同

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
③

『
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
』

内
閣
府
調
査
に
よ
る
と
、
非
正

規
雇
用
者
の
雇
用
者
全
体
に
対
す

る
割
合
は
、
2
0
0
0
年
代
半
ば

以
降
、
男
性
は
20
％
近
く
、
女
性

は
50
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

が
現
在
の
働
き
方
を
選
択
し
た
理

由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
正
社
員

と
し
て
働
け
る
会
社
が
な
か
っ
た

か
ら
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

22
．5
%
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。正

規
の
従
業
員
と
な
ら
な
い
働

き
方
は
、
家
庭
と
の
両
立
な
ど
多

様
な
働
き
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
自

発
的
に
選
択
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
希
望
す
る
職
に
就
け
な

い
た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
国

で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
就

職
支
援
を
行
う
こ
と
で
フ
リ
ー
タ

ー
の
正
規
雇
用
化
を
支
援
し
た
り
、

母
子
家
庭
の
母
親
等
に
対
し
て
資

格
の
取
得
を
支
援
す
る
な
ど
の
自

立
支
援
を
推
進
す
る
な
ど
し
て
、

就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
を
目
指

す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

現
金
プ
レ
ゼ
ン
ト
？
 

ポ
イ
ン
ト
買
わ
せ
る 

 

出
会
い
系
サ
イ
ト
！

携
帯
電
話
所
持
が
増
加
す
る
中

で
、
携
帯
電
話
に
よ
り
ネ
ッ
ト
閲

覧
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
・
・
・
不

審
な
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
さ
れ
出

会
い
系
サ
イ
ト
か
ら
仮
登
録
メ
ー

ル
が
届
い
て
し
ま
っ
た
。

「
○
○
円
当
選
し
ま
し
た
。
正

会
員
に
な
る
よ
う
に
」
と
の
メ
ー

ル
が
届
き
、
会
員
登
録
後
、
入
会

金
を
支
払
わ
せ
現
金
が
受
領
で
き

る
と
思
わ
せ
る
悪
質
な
サ
イ
ト
に

注
意
！

携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
携

帯
の
使
用
範
囲
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
日
々
使
用
し
て
い
る
私
た
ち
も

戸
惑
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。疑

問
に
感
じ
た
ら
、
必
ず
周
囲

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
は
、
石
橋

中
学
校
の
西
側
、
姿
川
に
面
す
る

公
園
で
す
。
シ
ン
ボ
ル
の
風
車
展

望
台
か
ら
は
姿
川
や
日
光
連
山
が

見
渡
せ
ま
す
。
春
や
桜
や
菜
の
花

の
名
所
で
す
。
広
い
園
内
に
は
緑

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
き
い
池
に

は
コ
イ
も
泳
い
で
い
て
、
と
て
も

自
然
豊
か
な
の
ん
び
り
で
き
る
憩

い
の
場
所
で
す
。

風
車
に
は
白
雪
姫
な
ど
の
童
話

に
出
て
く
る
可
愛
ら
し
い
ス
テ
ン

ド
ガ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。

姿
川
沿
い
に
、
小
川
と
風
車
が

あ
る
公
園
。
国
道
3
5
2
号
が

姿
川
を
渡
る
と
こ
ろ
か
ら
西
へ

1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
北
へ

斜
め
に
分
岐
さ
れ
、
姿
川
を
渡
る

東
端
か
ら
、
Ｔ
字
路
を
北
へ
入
り

ま
す
。
角
に
案
内
表
示
に
よ
り
、

川
沿
い
の
狭
い
道
を
北
上
し
て
い

く
と
、
7
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、

30
台
分
く
ら
い
の
駐
車
場
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
道
は
一
方
通
行
の
た

め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
石
橋
駅
か

ら
ま
っ
す
ぐ
西
へ
行
け
ば
、
公
園

の
北
端
に
行
け
ま
す
。
姿
川
の
手

前
で
左
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
場
・
駐
車
場
と
も
無
料
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
は 

 

女
性
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

Ｄ
Ｖ
と
い
う
と
「
男
性
か
ら
女

性
へ
の
暴
力
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
被
害
者

は
女
性
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
閣
府
の
調
査
で
は
、
配
偶
者

か
ら
身
体
的
暴
行
・
心
理
的
攻
撃
・

性
的
強
要
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て

「
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」

と
答
え
て
い
る
割
合
は
、
女
性
が

32
．9
％
、
男
性
が
18
．3
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
女
性
よ
り
は
少
な

い
割
合
で
す
が
、
男
性
で
も
被
害

者
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

男
性
が
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
る

こ
と
は
、
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
な

ん
て
思
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

男
性
の
相
談
員
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日

午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
6
5
）8
7
2
4

再
発
見

で

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
く
」で
す

くらしの情報くらしの情報
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１
④⑥

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
９ 10 11 12 13 14 15
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
16 17 18 19 20 21 22
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
23 24 25 26 27 28 29
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
30
③⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時から22時（内科・小児科）
土曜日 19時から22時（内科・小児科・外科）

　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日から1月3日）       
       10時から12時 13時から17時
       18時から21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎０２８－６００－００９９（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時から23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17:00～翌日9:00
◉土曜日（ の部分）
　17:00～翌日17:00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 30 24 25 26 27 28 29

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 30 24 25 26 27 28 29

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 30 24 25 26 27 28 29

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

11日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841‒3）

18日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
19日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　4・11・18日、7月2・9日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　25日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　3・10・17日、7月1・8日

　（いずれも月曜日）
児童母子相談　24日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　7・14・7月5日

　（いずれも金曜日）
児童母子相談　28日㈮
法律相談　13日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

6
月
天平公園

図書館友の会
しあわせ奉仕団下町支部
下野市商工会女性部

花広場 陶遊会

7
月
天平公園 赤とんぼの会

花広場 下野市商工会
■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　7月 1日㈪
　市県民税（普通徴収） 第1期
　国民年金保険料 5月分
5月号の納税ごよみに誤りがありました。
正しくは「納期5月31日㈮」です。

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

しもつけシティーガイドは、観光スポットから生活に役立つ情報まで、
下野の情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、
携帯電話は右のＱＲコードからアクセスしてください。

6
June

（ ）

くらしの情報

日時 8・25日㈯
場所 南河内児童館



2

補助事業選考会（会長=白鴎大学結城史隆教授）による審査
会が公開プレゼンテーションの形式で開催され、厳正な審査
の結果、平成25年度の補助事業が、７事業決定しました。
補助が決定した市民活動団体は、いろいろな事業・イベント
などを協働で実施していきます。

4
原付バイク等の
オリジナルナンバープレート
交付のご案内

5

6

平成25年度　敬老会のお知らせ

まちの話題

8 平成24年度 下半期の財政状況

10 木造住宅への耐震補助制度のご案内

11

12

国民健康保険からお知らせです
健康 安心 みんなの国保
国民年金だより

14
16
児童手当の手続きのお知らせ
あなたの子育て応援します！
地域子育て支援センターに遊びに来ませんか？

18
24

保健便り

26
32

Let’s SPORTS

34 下野市人権教育・啓発推進行動計画（改訂版）を策定しました

35
36
52

図書館Library Information
くらしの情報
国際交流員ザブリーナ・リンのコラム

今月
の

表紙

今月の何の日

6
月
15
日

暑
中
見
舞
い
の
日

　
「
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

　

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
の
こ
の
日
、

暑
中
見
舞
い
は
が
き
が
初
め
て
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

　

暑
中
見
舞
い
は
一
般
的
に
、
梅
雨
明
け

後
か
ら
立
秋
ご
ろ
ま
で
に
送
る
も
の
で
、

そ
れ
を
過
ぎ
る
と
残
暑
見
舞
い
と
な
り
ま

す
。

　

夏
の
暑
い
盛
り
に
、
暑
気
で
体
調
を
崩

し
て
い
な
い
か
な
ど
、
相
手
の
体
調
な
ど

を
気
遣
う
の
が
一
般
的
で
す
。
ま
た
、
こ

ち
ら
の
近
況
や
、
相
手
へ
の
日
頃
の
感
謝

を
伝
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
形
式
的
に
な

り
が
ち
な
年
賀
状
よ
り
、
身
近
に
思
え
て

嬉
し
い
と
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。

　

簡
単
に
暑
中
見
舞
い
の
書
き
方
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
①
季
節
の
あ
い
さ
つ
（「
暑

中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
」
な
ど
）
②

相
手
の
体
調
を
気
遣
う
言
葉
③
自
分
の
近

況
④
相
手
の
無
事
を
祈
る
言
葉
④
日
付

「
拝
啓
」
な
ど
の
頭
語
や
、「
敬
具
」
な
ど

の
結
語
は
用
い
ま
せ
ん
。

　

う
ち
わ
で
送
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
人

も
。
相
手
に
少
し
で
も
涼
し
く
な
っ
て
欲

し
い
と
い
う
優
し
い
気
遣
い
で
し
ょ
う
。

亘理町招待事業も今年で２回目になります。
今回も50名を招待し、天平の花まつりや道の駅など市内の観光名所を１泊２
日で楽しんでいただきました。
写真は天平の丘公園の民俗資料館「夜明け前」で昼食にかんぴょう汁を味わっ
ていただきました。
亘理町応援団は今年も仮設住宅に住む方へのコミュニティづくりなど、現地
とのニーズに沿った支援活動を行います。

目次　Contents

平成25年度
市民活動補助事業が
決定しました
～二次募集のお知らせ～

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.6
51



■人口と世帯（5月 1日現在）

　　人口／ 60,210 人（+176）、男性／ 29,963 人（+74）、女性／ 30,247 人（+102）、世帯数／ 22,216 世帯（+220）

国際交流

観
光
名
所　

ケ
ル
ン
大
聖
堂

　

夏
が
来
る
ま
で
も
う
少
し
で
す
ね
。

ド
イ
ツ
で
夏
と
い
え
ば
旅
行
の
時
期

で
す
の
で
、
４
月
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
に

続
い
て
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
ケ
ル
ン
で
す
。

有
名
な
世
界
遺
産
が
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
特
殊
な
ビ
ー
ル
が
あ
る
こ
と

で
も
有
名
で
す
よ
。
賑
や
か
で
面
白

い
街
で
す
。
日
本
で
い
う
と
大
阪
の

よ
う
な
雰
囲
気
で
、
ド
イ
ツ
の
漫
才

師
や
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
は
ケ
ル
ン
を
は

じ
め
と
す
る
ラ
イ
ン
地
方
の
出
身
者

が
多
い
そ
う
で
す
よ
。

　

ケ
ル
ン
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
・

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

ン
州
で
一
番
大
き
い
都
市
で
、
ド
イ

ツ
だ
と
四
番
目
に
大
き
い
都
市
で
す
。

ケ
ル
ン
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ケ
ル
ン

大
聖
堂
（K

ölner D
om

）
で
す
。
ケ

ル
ン
の
大
聖
堂
は
市
民
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
お
勧
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、

長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
１
２
４
８

年
に
着
工
し
ま
し
た
が
、
途
中
宗
教

改
革
で
工
事
が
中
断
、
以
来
２
０
０

年
以
上
も
の
間
手
つ
か
ず
の
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ゴ

シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
１
８
８
０

年
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。
着

工
か
ら
実
に
５
０
０
年
以
上
の
歳
月

が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
聖
堂
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ケ

ル
ン
に
は
、
他
に
も
様
々
な
博
物
館

や
美
術
館
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
・
ゲ
ル
マ
ン
博

物
館
を
初
め
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
美

術
館
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
の
に
人
気
が

あ
る
ホ
ー
エ
通
り
、
賑
や
か
な
ケ
ル
ン

メ
ッ
セ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
文
化
に
つ

い
て
い
え
ば
、
ケ
ル
ン
と
京
都
市
が
姉

妹
都
市
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ケ
ル
ン

に
は
日
本
文
化
会
館
も
あ
り
ま
す
。

　

ケ
ル
ン
は
モ
ダ
ン
で
多
文
化
的
な

街
だ
と
思
い
ま
す
。
ベ
ル
リ
ン
の
よ

う
に
誰
で
も
自
由
に
、
好
き
な
ま
ま

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ト
ル
コ
か
ら
来
て
い
る
移
民
が

特
に
多
く
、
宗
教
的
な
多
彩
さ
も
あ

り
ま
す
。

お
い
し
い
海
の
幸

　

ケ
ル
ン
の
食
文
化
も
面
白
い
で
す

よ
！
ケ
ル
ン
で
伝
統
的
に
作
ら
れ
て

い
る
ケ
ル
シ
ュ
（K

ölsch

）
と
い
う

地
ビ
ー
ル
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
伝

統
的
な
パ
ブ
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ラ

イ
ン
風
の
料
理
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
昔
か
ら
貿
易
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
様
々
な
ス
パ
イ
ス
が
あ
り

ま
す
し
、
ラ
イ
ン
川
か
ら
海
の
幸
が

取
れ
ま
し
た
の
で
、
魚
料
理
も
あ
り

ま
す
。
代
表
的
な
も
の
だ
と
、
ラ
イ

ン
地
方
風
の
ム
ー
ル
貝
な
ど
で
す
ね
。

ム
ー
ル
貝
を
シ
ン
プ
ル
に
ワ
イ
ン
で

蒸
し
た
も
の
で
す
が
、
と
て
も
美
味

し
い
で
す
よ
。
も
し
時
間
が
あ
れ
ば

ケ
ル
ン
に
も
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
！
夏
の
時
期
、
ラ
イ
ン
川
に
座

り
、
美
味
し
い
ケ
ル
シ
ュ
を
飲
ん
だ
り
、

料
理
を
食
べ
た
り
す
る
の
は
最
高
で

す
。
ち
な
み
に
、
大
聖
堂
の
塔
の
上

ま
で
登
る
と
ケ
ル
ン
の
風
景
が
と
て

も
良
く
見
え
て
素
敵
で
す
！

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 
ケ
ル
ン（K

ö
ln

）

国
際
交
流
員
リ
ン
の
「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」

第
13
回

外
国
人
か
ら
見
た
日
本
の
素
晴
ら
し
い
文
化

　

私
が
初
め
て
日
本
に
来
た
時
に
、
日
本

人
で
も
茶
道
の
こ
と
を
あ
ん
ま
り
知
ら
な

い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
趣
味
と

し
て
茶
道
の
お
稽
古
を
受
け
る
外
国
人
と

し
て
、
日
本
人
ま
た
他
の
外
国
人
の
方
に

茶
道
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

茶
道
「
芳
月
会
」
の
加
藤
先
生
や
お
弟

子
さ
ん
と
一
緒
に
お
薄
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
茶
会
の
後
に
は
お
茶
を
点
て
て
い
た
だ

く
体
験
も
あ
り
ま
す
！

　

着
物
、
ま
た
は
浴
衣
を
持
っ
て
い
る
方

は
着
物
姿
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
洋
服
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
茶
会
は
２
回
行
い
ま
す
の
で
、
ご

都
合
の
良
い
時
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

６
月
22
日
㈯
午
後
１
時
・
午
後
２
時

■
場　

所　

国
分
寺
公
民
館

■
定　

員　

30
名
（
15
名
×
２
回
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
一
般
）、

　

２
０
０
円
（
国
際
交
流
協
会
会
員
）

■
持
ち
物　

足
袋
ま
た
は
白
い
ソ
ッ
ク
ス

■
申
し
込
み
期
間

　

６
月
７
日
㈮
〜
17
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）５
５
５
５

　

 sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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